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歯学部卒業おめでとう

卒業を祝して

歯学部長　前　田　健　康

歯学科第52期生の皆さん、口腔生命福祉学科第
15期生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
本日めでたくご卒業される皆さんに、歯学部教職
員を代表して、心からお祝い申し上げます。ま
た、保護者をはじめご家族の皆様におかれまして
は、今日の卒業式を無事に迎えることができまし
たことを心よりお祝い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の予防についてさま
ざまな対策が取られる中、歯学部教育の総仕上げ
といえる臨床実習、現場実習を終了し、卒業生の
皆さんは私ども新潟大学歯学部が卒業生に求める
能力を獲得し、本日、学士の称号を与えられまし
た。この春から、歯科臨床研修医、歯科衛生士、
福祉職、行政職、大学院への進学等、さまざまな
道に進まれます。各人の進む道は異なるものの、
歯科医学・医療、口腔保健・福祉に携わり、国民
の健康の維持・増進に寄与するという皆さんの目
標は同一であると思います。

我が国は超高齢社会を迎え、2020年には総人口
に占める高齢者（65歳以上）の割合は28.7％とな
り、過去最高となりました。また75歳以上人口
（後期高齢者）の割合は14.9％、80歳以上人口も
9.2％にも達しています。国連の推計では、2050
年までに日本の100歳以上の人口は100万人を突破
する見込みです。このような人口構造が変化する
とともに社会構造も変化し、医療に求められる社
会ニーズも大きく変化しています。

この変化に対応するために、皆さんは社会に出
た後も職業人としてのスキルや知識を深化させて
いくことが求められるでしょう。皆さんが新潟大
学歯学部で 4ないし 6年間で学んだことは、今こ

の時代の医療技術、社会ニーズをベースとした教
育プログラムに基づいたものです。この先技術革
新、社会構造の変化が進めば、その時代に求めら
れるスキルや知識も当然変わっていきます。「大
学卒業＝学びのステージの終了」ではありませ
ん。この先も学び、社会人としての成長と進化を
続けましょう。変化し続ける社会ニーズを敏感に
キャッチし、それに応えられる社会人であり続け
ましょう。歯科医療・口腔保健従事者という職業
を真摯に受けとめながら、プロとしての自信と勇
気を持って、社会に対して積極的に貢献すること
を目指してください。

社会に出た後も学び続ける、ということは容易
ではありません。努力を続けることは時に辛く苦
しく、弱い自分に惑わされて易きに流れたくなる
日もあるかもしれません。そんな日に思い出して
ほしい一節を送ります。吉田兼好（兼好法師）に
よる徒然草の第150段に「能をつかんとする人」
という話があります。原文は省略しますが、この
話は「上達のために必要なことはただ 1 つ、初心
者のうちから上手な人たちの中に交じり、時に笑
われ、恥をかきながら、それでも気にせずに努力
を続けていくことが必要です。それを出来た者だ
けがスキルを上達させ、最終的には人に認められ
るような存在（名人）になっていく。これがどん
な道でも変わることのない真理である」というも
のです（https://ommki.com/news/archives 
/6811）。すなわち、一つの道を身につけ、そして
極めるには非常に難しいが続けることが大事であ
り、自身の道を歩むためには自分の弱さに打ち勝
たなければならないのです。みなさんが卒業した

特集 １
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新潟大学歯学部は国民の税金により運営されてい
るといっても過言ではありません。タックスペイ
ヤーである国民は卒業生のみなさんに、常に幅広
い教養、豊かな感性、きびしい倫理感を求め続け
ます。皆さんが社会から認められるために、今日
の卒業式の日に、これからの長い人生に向けて新
たな目標を設定しましょう。そしてその目標に向
かって努力を続けてください。現代の厳しい競争
社会で活躍するためにはこの努力が必要です。

本日、新たな夢を胸にスタートラインに立つ皆
さんを、私ども教職員一同はこれからも応援して

いきます。卒業する皆さんには、折を見て母校を
訪ね、また生涯の学習の場として、これからも新
潟大学歯学部を積極的に活用していただけるよう
に願っています。皆さんが今日巣立っていく新潟
大学歯学部はすばらしい教育資源を有し、国内外
から高い評価を受けています。私ども教職員は皆
さんに対し、これからの社会で勝ち抜くために必
要な考え方、知識、技能、態度を授けてきたと自
負しています。新潟大学歯学部を卒業したという
誇りを持ち、活躍して下さい。皆さんの今後の活
躍を大いに期待してします。
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卒業おめでとう

医歯学総合病院　副病院長　小　林　正　治（歯科担当）

歯学科第52期生ならびに口腔生命福祉学科第15
期生の皆さん、卒業おめでとうございます。新潟
大学歯学部のすべての課程を修了され、晴れて学
士の学位を授与されました栄誉をここに称えます
とともに、これからの希望に満ちた未来に対して
心から祝福を申し上げます。また、この日に至る
までの長い年月、卒業生を支えてこられたご家族
やご親族の皆様に対し、厚く御礼申し上げますと
共に、心よりお祝い申し上げます。

皆さんは、 2 年以上にわたるコロナ禍の中で、
遠隔授業やサークル活動等の制限がなされ、様々
な苦労をし、未だかつてないストレスを受け、大
きな戸惑いと困惑があったものと思います。皆さ
んにとって、まさに学生生活の総仕上げとなる時
期に至るまで、この災禍が続いたことは、本当に
残念でなりません。様々な経験や体験は、個人や
社会を成長させる糧となりますが、今回の災禍の
経験により社会がどこに向かうのか、未だに見通
すことができません。世界中のすべての人々が、
この災禍に対して向き合うことを余儀なくされて
います。皆さんには、社会に対して期待するだけ
ではなく、新しい社会はどうあるべきか、どこに
向かうべきかについてしっかりと考えていただ
き、積極的に関与していただきたいと思います。

最近、SDGs（Sustainable Development 
Goals）という言葉をよく耳にするようになりま
した。「持続可能な開発目標」とも訳されますが、
持続可能な社会を目指し、地球の環境を壊さず、
未来の世代も美しい地球で平和に豊かに、ずっと

生活をし続けていける社会を作っていこうという
取り組みです。人はどうしても自己中心的視点で
物事を考えてしまいますが、未来の社会のために
は自己の行動や欲望をときには制限することが求
められます。皆さんには、自らをさらに成長さ
せ、未来の社会を担う医療人として高い倫理観を
養うとともに、身の回りにある日常と社会で果た
す役割というミクロとマクロの世界観の中で、充
実した人生を歩んでいただきたいと思います。

日本歯科医学会では、「歯科イノベーション
ロードマップ2040」を発表しています。これは、
我が国の人口が2040年に約 1 億1000万人となり、
現役世代が減少する中で高齢者数がピークを迎
え、医療・介護の危機や労働者不足が予想される
2040年問題に対し、歯科の革新によって日本を変
えることを目指したものです。皆さんも、卒業に
当たって2040年問題に対し自分がどう生きるべき
か、今一度人生設計について考えてみてくださ
い。新たな時代を生き抜き、そして光り輝き続け
るためにも、知的好奇心を失うことなく、一歩一
歩努力を重ね、たとえ回り道であろうと自分が胸
を張って歩める道を進んでください。チャレンジ
する心を忘れずに、勇気をもって困難に立ち向
かってこそ、満足できる人生が送れるはずです。

新潟大学歯学部ならびに医歯学総合病院歯科診
療部門は、皆さんの医療人としての人生をしっか
りとサポートいたしますので、気兼ねなく頼って
ください。大学から巣立つ皆さんが、様々な分野
で活躍されることを心より願っています。
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卒業生から

歯学科 6 年　小　林　邑　生

毎年 1 年が過ぎるのが早くなったと感じていま
したが、臨床実習も終盤へと近づき、現在は52期
生から53期生への引き継ぎの真っ只中です。今回
歯学部ニュース「卒業生から」の原稿を執筆する
機会をいただきましたので、歯学部の 6年間で特
に思い出に残っており、また大変だった臨床実習
について書かせていただこうと思います。

新潟大学歯学部では実際に患者様の治療をさせ
ていただくことができる、全国でも数少ない診療
参加型の臨床実習を行っています。私は12名の患
者様を担当させていただいて、先生方にご指導い
ただきながらそれぞれの患者様に対して、患者様
ご本人とも相談させていただきながら最適な治療
方針や治療計画を立案して治療を進めていきまし
た。そのなかで歯の被せ物や入れ歯の製作、むし
歯や歯周病の治療をさせていただきました。診療
を行う前には、事前に教科書や講義資料を読み返

卒業生から
しながらレポートを作成し、先生とディスカッ
ションを行って準備を行います。診療を終えた後
は、ポートフォリオの記載や先生にポストチェッ
クを受け診療の反省を行い、次の診療に活かしま
す。担当患者様の治療以外にも、各専門診療科で
先生方の治療を見学しその手技を学んだことや、
臨床推論の講義で一口腔単位の治療方針･計画を
立案しグループ内で討議したことが、自分で考え
る力を身につけるためになったと感じました。

昨年に引き続き新型コロナウイルスの感染拡大
により、さまざまな制限がありましたが、学生の
実習に協力してくださる患者様や各診療科の先生
方、大学や病院のスタッフの方々のおかげで、こ
うして臨床実習を最後までやり遂げることができ
ました。

臨床実習をやりきったと感じるとともに、国家
試験に対しての緊張感もクラスには出てきまし
た。臨床実習と併行して国家試験の勉強をするの
はなかなか大変な部分もありましたが、これから
は勉強に集中して取り組み、52期全員で合格を目
指して頑張ります。

歯学部玄関にて。撮影時のみマスクを外しました
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卒業を迎えて

歯学科 6 年　安　野　綾　夏

このような表題の原稿を書かせていただくにあ
たり、 6 年間の印象深い出来事が次々と思い出さ
れ、長かったようにもあっという間だったように
も感じられます。

1年次の五十嵐キャンパスでの生活は、初めて
の 1人暮らしで、授業スケジュールの管理などに
追われ、あっという間に過ぎて行きましたが、同
期や先輩方、先生方とのたくさんの出会いがあっ
た 1年間でした。早期臨床実習にて経験した患者
役実習では、担当していただいた 6年生がかっこ
よくて頼もしくて、遠い存在に思えましたが、今
自分がその先輩方と同じ立場なのだと思うと不思
議な感覚です。

2年次から歯学部での生活が始まり、専門的な
講義や実習が始まりました。臨床実習を終えた
今、低学年での講義の重要さを痛感しています。
先生方の講義を受けることができるのは貴重な機
会だったのだということに気が付きましたし、講
義を聞いて得たものにより、その後の臨床実習は
より充実したものになると思いました。過去の自
分には、自分が実際にやることを想像して講義を
受けるように、喝を入れたい思いです。

6 年間の印象深い出来事の中に、歯学部バス
ケットボール部での活動も挙げられます。毎年夏
に開催されるオールデンタルでは、決勝リーグ進
出を目標に部員が一丸となって練習を重ねており
ました。普段は楽しい雰囲気で仲が良く、真剣に
やるべきときには切り替えができる、素敵な仲間
たちに恵まれました。OGやOBの先生方をはじ
め、部活動を通して得ることのできた繋がりを、
これからの人生でもずっと大切にしていきたいと
思います。

5年生から始まった、ポリクリ、臨床実習はそ
れまでの 4年間を凝縮したように濃く、印象深い
1年半となりました。学生の勉強のためになるな
ら、と 3 時間の診療に協力してくださる患者さ
ん、新型コロナウイルス感染拡大の中で学生実習
継続のために尽力してくださった先生方、指導に
当たってくださったライターの先生方、たくさん
の方々のおかげで実習が行えているのだというこ
とを感じなかったときはありませんでした。数々
の制限がある中、最後まで臨床実習を行わせてい
ただけたことを幸せに思います。 1年半を通して
学んだことは大変多かったですし、知識だけでは
なく、精神的にも成長することができたこの実習
によって、 6年間の締めくくりを果たせたと思い
ます。

最後になりますが、支えてくださった両親、先
生方、友人、関わらせていただいたすべての方の
存在があったからこそ無事に卒業を迎えることが
できました。この 6年間は人生において必ず糧に
なると思います。感謝の気持ちを社会への貢献で
返せるよう努力していきます。ありがとうござい
ました。

臨床実習を共に乗り越えてきた仲間との写真です
撮影時のみマスクを外しています
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卒業にあたり

歯学科 6 年　岸　本　奈　月

長かった学生生活が、いよいよ終わろうとして
います。自分で選んだ道ですが、この歳まで学生
をやっているとは想像もしていませんでした。私
は本学歯学科には 2 年次編入で入学しましたが、
大学卒業後、大学院博士課程を修了し、教員とし
て大学での学生教育に携わり、再度大学生に戻る
という、少々特殊な経歴を持っています。

私と新潟大学との関わりは、大学院に始まりま
す。漠然と研究がしたいという理由から口腔生命
福祉学専攻に入学しましたが、本課程は社会人大
学院の制度をとっているため、歯科衛生士として
働きながらの学生生活でした。中にいると気付き
にくいかもしれませんが、教育にかける情熱や環
境、分野を超えた連携のしやすさなどは、新潟大
学の大きな特色のひとつであると感じています。
社会人と両立するため親身になって相談に乗り、
熱心に指導してくださり、そして更には歯学科に
編入したいというわがままを嫌な顔もせず聞いて
くださった指導教員の先生方には、感謝してもし
きれません。

一度歯科専門職として働いたことで、編入して
からの学生生活はこれまで臨床で行ってきたこと
の裏付けを改めて理解し、経験と照らし合わせて
考えながら能動的に学ぶことのできる貴重な機会
でした。講義から知識を得、臨床実習を通して技
術を身につけ始めると少し自信につながります
が、いざ卒業して働き始めると、実際にはまだス

タートラインにも立てていなかったのではないか
と気付かされます。「あの時一生懸命に授業を聞
いておけばよかった」「働きはじめると、聞きた
くても聞ける人が身近にいない」このような声は
よく耳にしますし、実際に私もそう感じる場面は
少なくありませんでした。巷にはさまざまな情報
が溢れており、それらを適切に取捨選択する能力
は不可欠です。したがって、大学で最先端の研究
をしている専門家の生の声を聞き、疑問点を直接
質問することのできる今の環境は、とても恵まれ
ているのだと改めて感じています。

学生生活では、SSSVでのインドネシア留学や
SCRP参加など、貴重な体験もさせていただきま
した。加えて、昨今のCOVID-19の感染拡大の中、
先生方のご尽力はもちろんのこと、感染対策をは
じめ一人ひとりが自覚を持って行動した結果、一
人の感染者も出すことなく、予定されていた臨床
実習を完了することができたことは、本学だから
こそ成し得たことではないかと感じています。何
事にも真面目に取り組み、切磋琢磨し合える52期
の仲間たちと一緒に過ごせた 5年間は、私にとっ
てかけがえのないものです。

学びに終わりはありません。医療の分野は日進
月歩、歯科専門職として患者さん一人ひとりに合
わせた適切な医療を提供するためには、日々自身
の知識・技術をアップデートしていく必要があり
ます。改めてこのような環境で学ぶ機会を与えて
くださった皆さまに深く感謝しつつ、これからの
歯科医療に貢献できるよう、精進してまいりま
す。

クラスメートと撮影。撮影時のみマスクを外しました
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卒業にあたり

口腔生命福祉学科 4 年　長　尾　理紗子

口腔生命福祉学科への入学から 4年が経ち、卒
業の時期となりました。「口腔は学年が上がるに
つれ忙しくなる」と入学当初から耳にしていまし
たが、特に最終学年の 1年は臨床実習、特論、就
職活動、国試対策などめまぐるしい日々であった
ように感じます。私が高校生の頃に思い描いてい
たキャンパスライフとは異なりましたが、この 4
年間は毎日とても充実していました。

学生生活で印象に残っていることは、やはり病
院での臨床実習です。実習では毎日たくさんのこ
とを学び、予習と復習の繰り返しで他に手が回ら
ないほど忙しいこともありました。座学で学んで
きたことと臨床とのギャップに戸惑いつつ、自身
の未熟さを痛感しましたが、徐々にできることが
増えていき、達成感を感じることができました。
お忙しい中、丁寧に指導してくださった先生方や
歯科衛生士の皆さんにはとても感謝しておりま
す。また、実習で「将来このような歯科衛生士に
なりたい」と思えるような歯科衛生士さんに出会
うことができました。社会に出ても学ぶ姿勢を忘
れずに、憧れの歯科衛生士さんのようになれるよ
うに努力していきたいと思います。

さらに 4 年次の福祉実習は特別養護老人ホーム
で実習させていただく予定でしたが、新型コロナ

ウイルスの影響で中止となり代替課題を行いまし
た。代替課題は先輩方の実習日誌を読んで考察す
るというもので、施設職員の方や利用者さんから
直接学ぶことのできないもどかしさを感じまし
た。しかし、代替課題だったことで社会福祉士が
現場でどのような役割を担い、どのように利用者
さんに接するべきなのかをじっくりと考える時間
を持つことができたと思います。私は福祉分野の
法律や制度の変遷の勉強が苦手でしたので、 1か
月間福祉に向き合うこの期間が不安でしたが、振
り返ってみると講義だけでは学べないようなこと
を学べました。

また、私は歯学部サッカー部のマネージャーを
していました。特に 2年次のオールデンタルでは
1週間近く九州に滞在し、当時は「そろそろ新潟
に帰りたいなあ」と思うこともありましたが今で
は良い思い出です。 3年次からは実習の忙しさや
新型コロナウイルスの影響もあり、さぼりがちに
なってしまいましたが、素敵な先輩と後輩に出会
うことができ、サッカー部に入部して良かったと
思っています。

最後になりますが、 4年間お世話になった先生
方や病院の歯科衛生士の皆さん、一緒に頑張って
きた口腔生命福祉学科のみんな、歯学部サッカー
部の皆さんには本当に感謝しております。この 4
年間の経験を活かし、福祉の視点を持った歯科衛
生士として日々精進してまいります。

教室にて撮影
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卒業にあたり

口腔生命福祉学科 4 年　濱　元　陽　香

卒業を前に、この 2年間を振り返ったとき、本
当にあっという間だったと感じるとともに、学び
が多く、非常に充実していた 2年間だったと感じ
ています。私は、短期大学卒業後、コロナ禍で世
間が大混乱の中、新潟大学口腔生命福祉学科に編
入学しました。 3年次は慣れない土地で、顔も知
らない同級生たちと一緒にオンライン授業を受
け、不安や物足りなさを感じることもありました
が、福祉の専門科目や英語など、今まで苦手とし
ていた勉強に取り組み、新たな発見も多くありま
した。また、対面授業が徐々に再開され出すと、
優しくて楽しいクラスメイトのことをたくさん知
り、この学年が大好きになりました。 4年生にな
ると、病院での臨床実習が始まり、就職活動や特
論の執筆、福祉実習や国家試験の勉強も並行して
行う、目まぐるしい日々がスタートしました。短
期大学時代も実習は経験していましたが、大学病
院での実習は大きく違う点がたくさんありまし
た。各診療科での専門的な治療は、一般の開業医
では見られないような困難な症例も多くあり、教
科書でしか見たことがなかったような症例も見学
することができ、非常に勉強になりました。臨床
実習が始まった頃は、自身の知識や技術の至らな
さに、落ち込むことも多くあり、苦手な処置から
逃げたいと思うこともありました。しかしその度
に診療中にも関わらずご指導くださるドクター
や、快くご協力くださる患者さん、困ったらいつ
も助けてくださる衛生士さん、相談に乗ってくだ
さる学科の先生方の存在を心強く感じ、次はここ
に注意しよう、次はもっと予測しながら動こう、

といったように、苦手な処置に対しても、前向き
に考えられるようになりました。また、クラスメ
イト全員が同じ実習先で実習を行っていることも
心強く、分からないことや不安なことの解決に
は、いつもクラスメイトの協力がありました。就
職活動や勉強も頑張りながら、実習に励む友人を
見て、何度「私も頑張ろう」と励まされたか分か
りません。臨床実習が終了した今、実習初期に比
べて、自信を持ってアシストやスケーリングなど
の処置を行えるようになったと感じます。まだ知
識も技術も不十分で、これからも多くのことを学
んで行くことになりますが、無事に実習を終了
し、自身の成長を感じられたのは、周囲の人のお
陰だと感じます。この実習期間で関わったすべて
の人に感謝しています。

この 2年間で得た知識や技術、そして何より人
との繋がりは、私の人生にとってかけがえのない
ものになりました。編入学という、一見遠回りの
ように見える道を選択しましたが、とても価値の
ある選択だったと思います。卒業後は、新潟大学
で学んだことを生かしながら、新たな挑戦をして
いきたいと思います。

実習最終日の記念に撮影
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大学院修了にあたり

大学院修了にあたり

硬組織形態学分野　真喜志　佐奈子

この度大学院を修了いたしましたので、これか
ら進学を考えている方の参考になればいいなとい
う思いで、進学前後の体験談や私の考えを書かせ
て頂きます。

私が基礎研究の道に進んだきっかけは、 3年次
の解剖実習でした。自分のレベルアップを大いに
実感できたので、研究もこの延長にあるものかし
らと思い、その世界に足を踏みいれてみたのが 4
年生の夏でした。

定期試験前日に真夜中のラボで、切片の染色を
していた日もありました。不安はありましたが、
頭もカラダも存分に動かしていると開けたことの
ない扉が開いていく感覚があり、新たな自分への
挑戦として楽しみながら過ごしていました。もち
ろん大変でしたが、今となっては良い思い出に
なっています。

講義に研究に部活や図書館利用など、大学なら
ではの“お得感”（同じ授業料で勉強し放題。常
にそう考えて動いていた）をエンジョイしていた
ある日、Bostonで開催される学術大会に出場す
る事が決まりました。臨床実習が始まって私は 5
年生でした。頑張ればこんなご褒美が待っている
のか、ありがとう大島先生（私の教授）！と心も
体も踊りました。

Bostonでは、発表後に世界中から集まった研
究者とお話してご飯を食べて、みんなでダンス

（あまり馴染めなかった）をしました。新しい発
見や学びが沢山あり、新潟に帰ってきてからも

1ヶ月くらいウキウキが収まらなかった事を覚え
ています。

その後、国家試験を無事にクリアして臨床研修
を終えた後に、再びラボの扉をたたきました。大
学院 1年生の始まりです。母が歯科の開業医なの
で、私が大学に残ると伝えたとき（事後報告）両
親は寂しがっていましたが、最終的には応援させ
ました。

本題である大学院生活ですが、私は週 1 回歯科
医師として臨床の機会を得ながら研究を行なって
いました。夏は実習のお手伝いとして解剖実習に
明け暮れ、その他のシーズンは学会発表の準備や
論文作成を繰り返すうちにあっという間に4年間が
過ぎていき、今に至ります。院 3年時にはLondon 
の国際学会にて口頭発表を行い、ダンスセッショ
ンも楽しめてかなりプラスの刺激をもらいまし
た。海外の舞台に立てた事は今でも私の生きる原
動力になっています。いつかまたあの場所に…と
考えるとやる気が湧いて準備が楽しく感じます。

最後に…

大学生活において目標を持つ事は大切です。し
かし、国家試験を通る他に明確な目標を見つけら
れる学生（研修医あるいは大学院生）の方は多く
ないと思います。なにせ選択肢が少ないので、ま
ずはそれを増やす、兎に角挑戦してみる事が大切
だと思います。“Never a failure, always a 
lesson” 精神で、大学生活をエンジョイしなが
ら自分の好き嫌い・得意不得意を見つけられる
と、目標が立てやすくなると思います。私の大学
生活を支えて下さった先生・学務・総務・友人の
皆様と愉快なラボメンバーに、改めまして心より
感謝申し上げます。
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大学院修了にあたり
新潟大学医歯学総合病院薬剤部 顎顔面口腔外科学分野 

　吉　田　謙　介

はじめまして。新潟大学医歯学総合病院薬剤部
に所属しております、吉田謙介と申します。現
在、東 3 階病棟専任薬剤師として歯科医師の先生
方とご一緒に仕事をさせて頂きながら、社会人大
学院生として顎顔面口腔外科学分野で臨床研究を
学ばせて頂いております。

この度、「大学院修了にあたり」とのテーマで
寄稿依頼をいただきましたので、簡単ではありま
すが大学院生活を振り返りたいと思います。私は
東京薬科大学薬学部を卒業後、新潟大学医歯学総
合病院薬剤部に入局いたしました。

私の研究テーマは「歯科領域における薬物療法
への薬剤師の介入効果に関する研究」についてで
した。具体的には、歯科領域における抗菌薬の適
正使用に関しての報告でした。歯科外来における
普通抜歯および下顎埋伏智歯歯のSSI発生状況に
着目し、薬剤師の立場から経口抗菌薬の使用状況
を後ろ向きに調査しました。さらに、その調査結
果を踏まえ、下顎埋伏智歯抜歯患者を対象にガイ
ドラインの範疇で抗菌薬の投与期間とSSI発生率
に着目し、患者背景を揃えた詳細な前向き研究を
行わせていただきました。詳細は論文を見ていた
だければと思いますが、本研究において、歯科領
域における薬剤師の介入は、入院病棟のみなら
ず、歯科外来に対する普通抜歯および下顎埋伏智
歯抜歯のSSI発生率を増加させず、抗菌薬使用量
の減少、ガイドラインに沿った抗菌薬の選択、投
与期間の短縮、投与タイミングの決定に寄与する
ことを明らかにすることができました。

社会人大学院生の期間に論文11報（主論文 6

報）、学術奨励賞 3 度受賞、科研費若手研究採択
など、大学院へ進学する前には想像もつかなった
成果を上げることができました。このような成果
を上げることができたのも、指導教官や協力して
いただいた口腔外科医の先生など周りの人に恵ま
れたおかげです。社会人大学院生としての一番の
収穫は、「人間として成長することができたこと」
だと思います。人脈、やり切る力、計画性など本
当に沢山のことを学ばせて頂きました。
集大成を国際学会に発表する予定でしたが、新

型コロナウイルスの影響で機会がなくなってし
まったことはとても残念でした。しかし、ある意味
では叶えたい目標の一つとして残されており、い
つか必ず実現したいと思います。そして、今後も
学位取得に満足せず、新潟大学で博士（歯学）を
取得した初めての薬剤師として、歯学・薬学の視
点を持って世の中に貢献していければと思います。

最後になりましたが、本研究遂行にあたりご指
導を頂きました顎顔面口腔外科学分野の髙木律男
名誉教授、冨原圭教授、児玉泰光先生、ならびに
ご協力頂きました全ての先生方に心より感謝申し
上げます。

同期の社会人大学院生　アンドレア先生と
コロナ禍での学位授与
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博士の専攻
分野の名称 氏名（専攻） 博士論文名

博士（歯学） 真喜志　佐奈子
（口腔生命科学）

Osteopontin on the dental implant surface promotes direct osteogenesis 
in osseointegration

（デンタルインプラント表面のオステオポンチンはオッセオインテグレーションにお
ける直接性骨形成を促進する）

博士（歯学） 伊　藤　圭　一
（口腔生命科学）

万能試験機を用いた歯科用石こうの硬化膨張圧の検討

博士（歯学） SALAZAR Andrea
Rei Estacio

（口腔生命科学）

Occlusal evaluation using Modified Huddart and Bodenham scoring 
system following two-stage palatoplasty with Hotz plate: A comparison 
among three different surgical protocol

（Hotz床併用二段階口蓋形成術におけるModified Huddart and Bodenhamスコア
リングシステムを使用した咬合評価： 3 つの異なる外科的プロトコル間の比較検討）

博士（歯学） 吉　田　謙　介
（口腔生命科学）

Research on the effects of pharmacist intervention for the drug therapy in 
dentistry

（歯科領域における薬物療法への薬剤師の介入効果に関する研究）
第 1 報　Clinico-statistical Survey of Oral Antimicrobial Prophylaxis and 
Surgical Site Infection  Regarding Ordinary Tooth Extraction and 
Mandibular Wisdom Tooth Extraction in the Dental Outpatient Clinic

（歯科外来の普通抜歯および下顎埋伏智歯抜歯に関する予防的経口抗菌薬と手術部位
感染の臨床統計調査）
第 2 報　Comparison between the Prophylactic Effects of Amoxicillin 24 and 
48 hours pre-operatively on Surgical Site Infections in Japanese Patients 
with Impacted Mandibular Third Molars: A Prospective Cohort Study

（下顎埋伏智歯抜歯に関する日本人の手術部位感染に対する術前24時間と48時間のア
モキシシリンの予防効果の比較：前向きコホート）

令和 3 年度　大学院医歯学総合研究科口腔生命科学専攻博士課程修了者論文名
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臨床研修修了にあたり
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

臨床研修修了にあたり

Aコース臨床研修歯科医　永　島　和　裕

この度、歯学部ニュース原稿依頼を賜りました
Aコース歯科研修医永島和裕です。僭越ながら表
題について執筆させていただきます。駄文ではご
ざいますが、お付き合いいただけると幸いです。

執筆しております現在は11月ですが、此処新潟
には冬の足跡が一歩一歩近づきつつあるのを、身
をもって感じております（今大学で原稿を書いて
いますが、本音を言うと、寒いので一刻も早く帰
宅して炬燵でぬくぬくしたいです）。思い返すと
昨年の今頃は、国家試験勉強をしていたのだと思
うと、時の流れる速さには驚かされます。藤井先
生が言ったとおりです。

前置きが長くなりましたが臨床研修修了にあた
り私が感じたことを書き連ねていこうと思いま
す。

4月、我々は歯科研修医として新たな門出を迎
えました。期待と不安が入り混じりながらではあ
りましたが、私の場合、期待のほうが大きかった
ように思います。というのも、本学の研修プログ
ラムは診療参加・実践型を特徴としているためで
す。昨年 1 年間新潟大学での臨床実習を終えたと
きに私が持った思いは、もっと患者さんのために
上手く、そして患者さんに負担をかけないような
医療提供ができるようになりたい、というもので
した。国家試験の勉強中もペンではなく、タービ
ンを持ちたかったぐらいです。それは過言かもし
れませんが、実際に臨床の現場で経験を積み、経
験豊富な上級医の先生方から直接指導を受ける機
会がある、これほどに恵まれた環境で学び、働け
ることは私にとって、この上ない喜びでした。

Aコースの研修は30人程度の患者さんの治療計

画を立て、自らの手で治療を行います。その過程
で時に研修医の同期に意見をもらったり、時に上
級医の先生方にご指導いただいたりすることで、
自分自身の知識や考える力をブラッシュアップで
きたと思います。

思い返すとAコースではともに学び、支え合え
る同期の存在は非常に大きかったなと思います。
診療で上手くいかないときは励まし合い、どうす
れば上手くいったのかを一緒になって考えてくれ
ました。これからも同じ歯科医師として共に前へ
前へ進んでいきたいです。正に、振り向くな後ろ
には明日はないから前へ前へ状態です。

また、大学院・レジデントの先生を含め、上級
医の先生方には感謝してもしきれないほどにお世
話になりました。治療手順、治療選択の考え方を
はじめとして沢山のことを教えていただきまし
た。たまに愚痴をこぼしても、親身になって話を
聞いてくださいました。この恩を返すとすれば、
今後私たちが先生方から教えていただいたことを
生かして、患者さんに最善の治療を提供すること
なのかなと思います。

最後になりますが、この 1年間ご指導いただき
ました藤井先生をはじめ、歯科総合診療科の先生
方、同期のみんな、自分をここまで支えてくだ
さった沢山の方に深く御礼申し上げます。

指導医の誕生日にて
筆者は左から 2 番目
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臨床研修修了にあたり

B 2 コース臨床研修歯科医　小　林　水　輝

この度歯学部ニュースを執筆させて頂きます、
本学51期生の小林水輝です。大学卒業後は四月か
ら新潟市民病院にて半年間、十月からは冠ブリッ
ジ診療科にて臨床研修を受けさせて頂いておりま
す。残すところ三分の一となった研修生活を振り
返ると、改めて歯科医療の面白さ、また奥深さを
実感する日々だったと強く感じます。

前半の研修先の新潟市民病院では、医科歯科連
携を主軸とした周術期治療や、入院患者さんの歯
科治療、また救急外来での口腔外科的治療など
様々な症例を担当させて頂きました。臨床の現場
は目まぐるしい程のスピード感で、学生実習の頃
とは必要とされる速度もクオリティもまるで違っ
ていました。「外来にいる時はとにかく無駄な時
間をなくそう」「同じことを五分トライするのは
やめよう」と決めて診療し、質の面では自分が抜
歯した歯を石膏に植えて模型を作り、昼休みに冠
除去や形成、根治、抜歯の練習をしたり、診療一
つずつを指導医にフィードバックしてもらったり
して研鑽を積みました。自分の手が想像している
通りに動き、頭で考えたことと目で見ている状況
と手の動きが全て一致して抜歯が出来た時の感覚
は、何ものにも代えがたい達成感でした。

また患者さんにとっては私が研修医であること
は関係なく、担当する以上は単なる主治医なのだ
という自覚も、自分の責任感を育ててくれたよう
に思います。「最初の半年なんかどこに行ったっ
て勉強になる」と思いながら始まった半年間でし
たが、終わってみると「ここだったからこそ学べ
たことが沢山あった」と胸を張って言える、有意
義な研修生活でした。

そんな思いを抱えながら大学病院に戻り、冠ブ
リッジ科での研修が始まりました。冠ブリッジ科
では指導医は一人ではなく、症例ごとに異なる先
生方が担当し相談に乗ってくださいます。技工物
についてなどの初歩的なことから症例検討の資料
作成までしっかりと見て頂けるので、日々心強さ
を感じながら診療に励んでいます。

口腔外科症例がメインで、一般診療も入院患者
さんの一時的な治療が主体だった半年間とは異な
り、初診から長期間の治療計画を立案する大学で
の診療はまた違う面白さがあります。経過観察と
するか治療を開始するか、どういった補綴物を入
れるか、この患者さんの治療ゴールはどこなのか
……選択肢があればあるほど悩み、その中からベ
ストを選び取って行くのはとても難しく勉強にな
ります。

まだまだ始まったばかりの歯科医師人生です
が、いつか振り返った時に「初心に帰らねば」と
思えるような初心を作っている最中です。尊敬す
る先生方にご指導頂きながら、残りの研修期間も
有意義に過ごしたいと思います。

最後まで読んで頂きありがとうございました。

前期協力型施設の新潟市民病院にて
撮影時のみマスクを外しました
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教 授 に 就 任 し て教 授 に 就 任 し て

顎顔面口腔外科学分野　冨　原　　　圭

本年 7 月 1日付けで富山
大学歯科口腔外科学講座よ
り本学に赴任して参りまし
た冨原　圭でございます。
皆さまどうぞよろしくお願
いします。

私は本学の31期生で、
2001年 3 月に卒業しました。卒業後の進路として
口腔外科医の道を選び、まず漠然と「口腔癌を学
びたい」という一心で、札幌医科大学口腔外科の
門をくぐりました。教授の小浜源郁先生は、口腔
扁平上皮癌の浸潤様式「山本-小浜分類（YK分
類）」を提唱したことでも有名で、当時の教室は、
単科で50床という大きな規模、しかも医局員の数
も驚くほど大勢でした。私の同期研修医は総勢13
名で、そのうちの一人が口腔病理学分野の山崎　
学先生でした。私の自家用車に荷物を積んで、山
崎先生と一路、新潟港からフェリーで北海道へと
向かったのでしたが、二人とも食事が喉を通らな
いくらい不安と緊張で研修初日を迎えたことを今
でも覚えております。研修医生活は、朝晩の点滴
をはじめ、病棟業務に四苦八苦し、先輩や看護師
さんに叱られながら、夜は反省会と称し連日のよ
うに先輩に連れられ居酒屋で飲んで食べて、さら
にススキノで遊んでの日々でしたが、今となって
は良い思い出です。 1年間の研修を終えた山崎先
生は、その後再び小樽港から新潟へと戻ったので
すが、離れ行くフェリーにいつまでも手を振り、
同期の皆で号泣したことを思い出します。

臨床研修を終えた私は、その後大学院へと進
み、小浜先生に懇願し、分子医学研究部門の濱田
洋文先生、加藤和則先生の指導を仰ぐこととな
り、腫瘍免疫学を学びました。当時を振り返る
と、内科や外科の先生方というのは臨床のキャリ

アを積んでから大学院生となる人がほとんどで、
臨床医として第一線で活躍しながら、リサーチも
真剣に取り組んでいる諸先輩の姿に、若造の私は
強く感化され、憧れをいだきました。

学位取得後は再び口腔外科医としての研鑽を積
むこととなり、現富山大学教授の野口　誠先生、
現札幌医科大学教授の宮崎晃亘先生、現那覇市立
病院歯科口腔外科部長の仲盛健治先生らのご指導
のもと、鈎の引き方からメスの握り方まで、臨床
医として基本を学びなおし、さらに大学人として
の心構えなどを先輩達の背中を見て学びました。
まさに臨床一直線で邁進していたころでしたが、
新たなことに挑戦したいという気持ちに駆られ、
2008年より米国テキサス大学衛生科学センターサ
ンアントニオ校のポスドクとして、再び腫瘍免疫
学の研究に従事することとなりました。ポスドク
としての私のお給料は年収にして＄30,000程度と
わずかでしたが、貧しいながら家族で本当に大切
な時間を過ごすことができました。しかし、テキ
サスに少し長居してしまった私は、その後、札幌
医大に戻るタイミングをすっかり逃してしまい、
かつての上司の野口先生を頼って、2011年より富
山大学に入局し、以後11年間を富山でお世話にな
りました。

私はこれまでに新しい環境にチャレンジする前
は、必ず一分一秒と迷いに迷ってきましたが、か
つて、恩師の一人から、「行った先で頑張れば、
そこが一番良いと思えるはず」と助言をいただき
ました。私自身がこれまでの道のりで、そのよう
に思えたかどうかは別として、新しい環境に身を
投じることの醍醐味は、人との出会い、新たな人
脈形成です。今回、新潟大学に赴任するにあたっ
て、皆様と出会えること、そして共に学ばせてい
ただくことを楽しみにやって来ましたので、これ
からどうぞよろしくお願いいたします。
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歯学部長　前　田　健　康

第 3 期中期目標期間 4 年目終了時評価
（国立大学法人評価）について

国立大学法人は国立大学法人法に基づき、中期
目標期間の業務の実績について、文部科学省の国
立大学法人評価委員会の評価を受けることとなっ
ています。この度、国立大学法人の第 3期中期目
標期間（平成28年度から令和 3年度）における業
務の実績について、令和元年度末の 4年目終了時

に教育研究の状況について評価を受けました。歯学
部は教育活動の状況で「特筆すべき高い質にある」
の評価を受け、この最も高い評価は全国国立大学歯
学部では本学歯学部が唯一でした。（https://www.
niad.ac.jp/sub_hyouka/kokudai2020/3_2020_34_
niigata_2.pdf）

令和 3 年度Student dentist認定書授与式
および臨床実習登院式の実施について

令和 3 年10月12日（火）に、Student Dentist
認定証授与式及び臨床実習登院式を行いました。
Student Dentist認定制度は、共用試験（CBT・
OSCE）の結果を基に、全国歯科大学学長・歯学
部長会議およびスチューデント・デンティスト認
定運営協議会が診療参加型臨床実習に必要な知
識、技能、態度を有した学生をStudent Dentist
として認定するものです。

今年度は歯学科 5 年次の学生45名がStudent 
Dentistに認定されました。また授与式に引き続
いて臨床実習登院式が行われました。

総 務 委 員 会 だ よ り
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第 3 期中期目標期間の科学研究費助成事業
の採択結果について

令和 4 年 3月31日で第 3期中期目標期間が終わ
ります。本部研究推進部URAから歯学部の科学
研究に関するデータをいただきましたので、紹介
します。データは過去 5年間のもので（2017年度
分は集計方式が異なるので、データなし）、新規
採択率の2017年度から2021年度の経年変化は図 1
に示すように、2019年度に最高値50.43％となり、
2021年度は45.6％でした。新規採択件数は平均
54.6件（2021年度57件）で、継続分も含めると平
均141.8件（2021年度新規57件、継続88件）でした。

表 1 に中区分別採択件数上位10機関（https://
www.mext.go.jp/content/20210107_mxt_
gakjokik_000019825.pdf）（区分：口腔科学およ
びその関連分野）を示します。新区分になってか
らの口腔科学およびその関連分野での新規採択件
数は174件（全国 5 位）ですが、新規採択率は

45.2％（昨年度44.7％）で、全国 2 位でした。ま
た配分総額は 2億4300万円（全国 5位）で、 1課
題あたりの採択金額は190万円（昨年度186万9200
円）で全国 4位でした。基盤的経費の増加が見込
めない中、科学研究費の重要性は高まる一方です
が、教員数の削減に伴い、歯学部（病院所属を含
む）採択金額（新規＋継続）は2017年度の 2 億
2930万円から、2021年度では 1億4370万円に低下
し、 1 人あたりの採択金額（新規＋継続）も約
241万から2021年度では約167万に低下していま
す。 1件あたりの採択金額の増加、すなわち大型
の科学研究費の申請・採択が必要となっていま
す。そのためには、学際的観点から先端的手法を
用いた質の高い研究論文の輩出が必要と考えられ
ます。

図 1 　新規採択率の経年変化（2017～2021年度）
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第 4 期を見据えた
前倒し事業の採択について

第 4 期中期目標期間を円滑に始動させるため
に、本学では第 4期を見据えた前倒し事業を公募
していましたが、この度、歯学部が提案していた

「アライアンスラボ整備による若手研究者育成事
業」が採択されました。

歯学部ではElsevier社のデータベースScopus
を用いて研究実績の見える化を図り、トップ10％
および25％ジャーナル論文比率はそれぞれ
21.9％、56.5％であるものの、トップ10％、25％
論文比率は7.8％ , 27.1％であり、このことは発表
論文の質をさらに向上させる必要があります。ま

た歯学部はこれまでの概算要求事業としてアライ
アンスラボを整備し、若手研究者の育成を行って
います。そこで本事業では最新鋭の高度な研究機
器をアライアンスラボ等に設置し、共有化を図る
とともに、教育研究分野の壁を越え、若手が自由
闊達に研究できる環境を整備し、質の高い論文を
輩出し、トップ10ジャーナル論文数の増加を目指
すものです。本事業では、令和 3年度中に、シン
グルセル解析装置、動物用蛍光ライブイメージン
グ装置などの機器が整備される予定となっていま
す。

表 1 　中区分別採択件数上位10機関（口腔科学及びその関連分野）
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歯学部学生の様子

歯学部 1 年生の様子

歯学科 1 年　中　澤　夏　希

特集 ２

「コロナ禍がなかったらどんな大学生活を送っ
ていただろう。」

毎日のオンライン授業や部活の大会中止の知ら
せを受ける度にこう思います。私は、 9月の下旬
に「歯学部学生の様子」という題で寄稿の依頼を
いただきました。何を書こうかと 1年間を振り返
るたびに浮かぶのは、新型コロナウイルスの影響
を強く受けた、制限の多い生活ばかり。新潟大学
に入学して約 1年がたちますが、 3年生以上の先
輩方が思い出として話すキャンパスライフとは程
遠い毎日です。しかし、私たちは自分の置かれた
状況をしっかり受け入れ、一生懸命、そして明る
く学生生活を送っています。

前期は五十嵐キャンパスでの対面授業は 1つも
ありませんでした。初めてのオンライン授業では
パソコン操作がうまくいかず、友人に助けても
らったことは今では良い思い出です。毎週金曜日
には旭町キャンパスへ早期臨床実習Ⅰと歯学スタ
ディスキルズの講義を受けに行っていました。グ
ループで専門診療科の必要性について考察した
り、レポートを書いたりと歯科の専門的な内容に
も触れる機会がありました。グループワークで
は、画面越しに議論することの困難さも感じまし
たが、学ぶことや得るものが多く、良い経験をさ
せていただいたと実感しています。後期は週 2
日、英語の対面授業で五十嵐キャンパスに通って
います。授業後に次のオンライン講義が始まる、
と急いで帰る友人の姿は恒例になっています。

私は剣道部に所属していますが、部活動にも新

型コロナウイルスが影響を与えています。面をか
ぶる際にはマスクとマウスシールドを着用しま
す。そのため、息苦しさは普段の倍以上。夏場の
稽古はこまめに水分補給をして、熱中症にはとく
に注意していました。また、互いの顔が近くなっ
てしまう、つばぜり合いを積極的にしないよう留
意しています。このように戸惑うことや慣れるの
に時間がかかることはありますが、新ルールや新
しい常識に対応しながら、普段の稽古に励んでい
ます。

1年生の今は、講義のほとんどは教養科目、部
活動でもまだ責任を負う立場ではありません。 2
年生からは、特に学習面では大変なことやつらい
ことが待ち受けているでしょう。今とは比較にな
らないほどの量や難易度の学習内容にくじけそう
になることもあると思います。そんな時、同期の
仲間や先輩の大切さを実感しながら一つ一つ乗り
越えていきたいです。私たちの生活は約 2 年前か
ら一変してしまいましたが、仲間との談笑や剣道
の楽しさ、テストの大変さなど、変わらないもの
も多いな、と振り返ってみて感じます。いつか、
新型コロナウイルスなしで語ることのできる 1年
が訪れるのを楽しみにしていますし、切実に願っ
ています。それまで自分にできることに全力で取
り組み、未来の医療者としての自覚ある行動を心
がけていきたいと思います。

最後まで読んでいただき、ありがとうございま
した。
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ふぅ～っと、歯学科の大きな山場の 1つでもあ
るとされる 2 年前期の定期試験も全て終え、ほっ
と安堵しています。そのためこの執筆では心の声
が漏れてしまうこともあるかもしれません。気が
付けば歯学部に入学してから早くも 1年半が経ち
ました（心の声：入学式は行われていないけれど
も）。スマートフォンにある写真を見返すと、 1
年前の初々しい私と友だちたちの様子が残ってお
り、卒業まであと 4年ほどあるにも関わらず懐か
しく感じています。試験期間中は毎日のように工
事中の図書館に足を運び、私にとって図書館はド
ラゴンボールでいう「精神と時の部屋」状態でし
た。私が悟空だとすると、ベジータのような存在
が何人もいて、切磋琢磨できる関係の友だちがい
たからこそ、ここまで来ることができていると
常々に感じる毎日です。また、私は歯学部バドミ
ントン部に所属していますが、先輩方が試験のこ
とについて教えてくださったり、アドバイスをし
てくださったりとあらゆる科目で助けられました

（心の声：持つべきものは先輩だ！）。そしてコロ
ナ禍における大学生活ですが、もう慣れました。
新型コロナウイルスにもう文句はありません。

ところで、後期の授業では前期の授業と違い、
ただ覚えるといった内容ではなく、実習を行って
レポートを作ったり、あるいは発表したりといっ
た授業が多いです。しかし、どの授業においても
立派な歯科医師になるという目的には繋がってい
ると感じます。生体理工学で初めてアルジネート
印象材を扱ったときは全く上手く出来ず、歯科医
師としての先行きが不安になりましたが、修業あ
るのみだと思っています。また、後期はアイン
シュタインも驚くほど、とにかく時間の流れが早
いものです。ぼーっと毎日を過ごしていると、す
ぐに来年を迎えてしまいそうです。そのために今
は、自分が良い歯科医師になるためにはどうした

歯学部 2 年生の様子

歯学科 2 年　山　﨑　葵　偉

らいいのか、ということを考える良い機会だと
思っています。また、 2年になって専門科目を学
び始め、歯科に関することももちろん学びます
が、基礎的な科目が主です。しかし、この基礎的
なことが後々CBTや国家試験においてとても重
要になるため、決して侮れません。蓄えるべき知
識は膨大で、今の時点できついと感じる時もあり
ますが、筋トレのように負荷がかかっているから
こそ、成長していけるのだと強く思います。

最後に、コロナ禍という環境下であることは変
わっていませんが、このような環境下の中でも学
ぶことができ、また毎日を楽しく過ごせているこ
とは、私を支えてくれるたくさんの人がいるから
こそである、ということを忘れてはいけません。
よってこの歯学部ニュースを誓約書として、感謝
を忘れないということを誓います。そしていつの
日か、私がこの歯学部ニュースを見返した時に、
自信を持って歯科治療を提供できる歯科医師とな
れているように、日々を精進していきたいと思い
ます。

講堂にて　友人と
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3 年生も残り 4か月、これが掲載される頃には
4 年生の準備をしていることだと思う。
私は浪人して入学したため、同級生が就職や大

学院への進学など新しいステージに向けて準備し
ている様子をよく耳にするようになり、刺激をも
らっている。

基礎系の科目が中心だった 2年生から一転、 3
年生からは専門科目も多くなり実習も増えた。前
期は週二回の人体解剖学実習で実際にご献体を解
剖させていただき、早期臨床実習Ⅱでは外来見学
や臨床の場で働く先生方のお話を聞くという機会
をいただいた。 9月のテスト期間が終わり、後期
からは歯冠修復学実習（クラブリ実習）、歯形彫
刻実習（カービング実習）、病理学総論実習など
を行っている。また、11月後半からは保存修復学
実習が始まった。今まで見たことはあっても触っ
たことがなかった器具を使用して模型の歯を削っ
たり、様々な材料を用いて歯の型を取ったりと、
一気に歯学部らしくなった。先輩方には及ばない
とはいえ、時間が足りず、目の前にある課題を終
わらせることに必死な毎日を送っている。小学生
のころから宿題や課題は溜めずに早めにやってき
た方だが、次から次へと出される課題は溜まる一
方で、何かを忘れているのではないかと不安に
なって友人と確かめ合うのが当たり前になった。
ただ、キーボードの予測変換が歯科関連に置き換
わってきているので 1，2 年生の頃よりはレポー
トが多少書きやすい。

後期の実習の中でも特に、限られた時間の中で
タスクをこなさなければならないクラブリ実習は
想像以上に大変で、実習が終わった18時の自分は
朝よりも一回り縮んでいると思う。今ちょうど折
り返し地点まで来たが、相変わらず火曜日の朝は
気合を入れないと布団から出られない。特に雨・

歯学部 3 年生の様子

歯学科 3 年　赤　峰　沙　夜

雪と強風で傘がなんの役にも立たない日は、地元
の寒くても透き通った快晴が恋しくて帰りたくな
る。これをこなしてきた先輩方は本当にすごいな
とつくづく思う。クラブリ実習やカービング実習
では、 5年生の先輩方にたくさん助けていただい
ている。私も 2年後に先輩方のように自信をもっ
て相手に説明できるように、また臨床実習で適切
に動けるように、今実習で行っている一つ一つの
操作の意味を理解し、失敗したらなぜ失敗したの
か原因をよく考えながら取り組みたい。

授業以外の部活について、コロナ禍で大会は中
止になってしまったが練習は行うことができてい
る。私は10月からバスケ部の部長を務めさせてい
ただいており人数や時間を見ながらメニューを考
える難しさを感じているが、先輩や副部長、同期
をはじめとした部員にたくさん助けてもらってい
る。部長の期間が終わるまで役割を楽しく全うし
たい。

最後に、学年が上がるにつれてもっと忙しくな
るだろうが、自分にとって何が重要なのかを見誤
らないようにしたい。また、全力でサポートして
くれる家族や周りの人々への感謝を忘れずに今後
も学生生活を無駄のないように過ごしたいと思
う。

バスケ部の同期と
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歯学部学生の様子というテーマで寄稿の機会を
頂きありがとうございました。また、この機会に
歯学部ニュースを改めて読むことができ、文章の
多くがコロナ禍の話題で始まることに気が付きま
した。確かに、様々なメディアを見ても、何処か
へ移動するにしても感染拡大について考えないこ
となどありません。編入時を思い返すと、リモー
ト授業が主体になるとは想像も出来ませんでした
し、日常的にマスクを付け、フェイスシールドを
装着して実習をすることも考えていませんでし
た。そこから、慣れないなと思いながら 1年・ 2
年と経過し、ついには新しい生活様式も習慣化し
つつあります。そして最近、感染者数の激減に伴
い一部を除いて対面授業になりました。

さて、対面授業に戻りつつありますが 4年生は
実習等が多いため元々ほぼ対面形式であり、特に
後期に入ってからは実習漬けの毎日を送っていま
す。具体的には週 4日で実習が組み込まれ、その
他にもグループ学習などを行っております。今回
は学生の様子ということで、 1週間を簡単に振り
返ってみました。

まず、月曜日には欠損補綴学の実習にてブリッ
ジの支台歯形成とTEKを作製します。その際、
脳内ではこの支台歯の平行性は大丈夫か、遠心舌
側部の形成また足りなかったなど自問自答を繰り
返し、なんとか先生のチェックを頂き、一旦喜び
ます。その後TEKのマージンが壊れたり、修正
後に咬合面が高くなったりして落胆します。そし
て、咬合調整や形態修正に全集中し気付けば実習
が残り30分、ラストスパートで何とか終わること
が出来るか出来ないかでまた一喜一憂します。

水曜日には歯周病実習でwalking probingや
SRPを経験しています。脳内では25g圧はこんな
に軽いのか、SRPで模型歯肉ズタボロになって

4 年生の実習風景

歯学科 4 年　柳　舘　快　利

しまった、スケーラーに余計な力が入り指が疲れ
てうまく動かせないなど考えつつ、感覚を掴みな
がら学んでおります。

その他にも、木曜日には歯内療法学実習にて歯
髄腔の狭さを思い知り、金曜日には矯正実習にて
思い通りにワイヤーを曲げられないもどかしさや
歯の移動の難しさを感じました。

以上実習について、少し可笑しく書きました
が、実習中は真剣そのものでクラス全員が全力で
取り組んでいます。実習は楽しくもありますが、
頭で思い描いていることを実現するのは難しく、
歯痒いと感じることが多いです。また、座学で理
解したと思っていても実際に行ってみると治療の
流れが身についていなかったことがよくわかりま
す。実習を通して、上手くいかない感覚に負けず
技術を身につけ、座学も補完できるように努力を
続けております。

最後に、この学年は人数が少なく何かと話題に
なることが多いとよく聞きます。人数が少ない
分、先生方との距離が近いと考え、このメリット
を存分に活かしながら人間味溢れるクラスの中で
切磋琢磨していきたいと思います。

編入生の人たち
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時が過ぎるのは早いもので、私たち53期生は 5
年生となりました。歯が何本あるかすら正確に把
握していなかった歯学部入学時の私は、緑衣を来
て病院内を歩いている今の姿など全く想像もでき
ませんでした。

1～ 4 年生もあっという間に過ぎましたが、 5
年生は格別時間の流れが早く感じました。ポリク
リや実習と並行してCBTを乗り越え、開放感に
満ち溢れた夏休みを過ごしたのも束の間、OSCE
受験、当院式、を経て臨床実習が始まりました。
10月の引き継ぎ期間は、ただただ先輩の背中が

頼もしく大きく見え、眩しく感じました。自分たち
が来年の今頃、こんなに大きく成長できているの
か、と疑問に思うほどでした。引き継ぎ終了時は、
先輩がいなくなり今後自分 1人で治療を行わなけ
ればいけない不安で押しつぶされそうで、6年生
にずっといて欲しい、としか思えませんでした。

6年生がいなくなった11月は全てが発見の連続
で、毎日新しい技術や知識を目の当たりにしまし
た。模型でやっていたこと、教科書で習ったこと
とは違うことが求められる場面も多々ありまし
た。今まで実習を行っていたとはいえ、実習では
模型で行うか気心知れた同期と相互で治療を行う
かであったため、実際の患者さん口の中を生で見
るのはほぼ初めてでした。自分ではできると思っ
ていたことも、実際患者さんを目の前にすると、
どうすればいいかわからなくなり、結局なにもで
きず、自分の不甲斐なさ、歯痒さを痛感しました。
しかし、このような右も左も分からない状態で
も、臨床現場では 1人の医療従事者として扱われ
ます。患者さんの治療を行う際、わからない、で
きないということは許されません。臨床実習が始
まって 1 ヶ月が経ちましたが、今だに求められる
ことに対して十分に処置が行えず、患者さんをお
待たせしてしまったり先生に迷惑をかけたりして

臨床実習で感じたこと

歯学科 5 年　髙　橋　侑　里

しまうことがほとんどです。しかし、そんな時も
患者さんは嫌な顔一つせず優しく協力してくださ
り、先生は熱心に指導してくださいます。なんで
こんなに患者さんや先生は優しいんだろう、と常
に思い、感謝でいっぱいになります。そんな患者
さんや先生のことを思うと、この患者さんのため
になら頑張りたい、先生の素晴らしい指導を吸収
したい、と思います。与えられた環境やチャンス
を最大限活かし、この一年で沢山の経験を積むこ
とで成長していきたいです。

また、学年が上がるごとに、同期のありがたみ
を痛感します。低学年の頃から、先生たちが「学
年の仲がいいほうが臨床実習を乗り越えるのにい
い」と仰っていたのも最近は特に頷けます。何気
ない技工室での会話で癒されたり、自分の症例の
参考になったりして、最近は技工室で同期と過ご
す時間にとても救われています。これから先、 1
人では絶対に上手くいかないことも、仲間のアド
バイスやサポートはもちろんのこと、励まし合う
ことで乗り越えることができると思います。学生
生活もあと残り 1年半、長いようであっという間
に過ぎるとは思いますが、53期のみんなで力を合
わせ、臨床実習を乗り越えていきたいです。そし
て、来年臨床実習を振り返った時、一年間精一杯
取り組めたと自信を持って言えるように行動して
いきたいです。

当院式で　同期との一枚
写真撮影時のみマスクを外しました
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早いもので、私たちが入学してから、 8か月が
経とうとしています。新型コロナウイルスの感染
拡大が 1 年たっても続いていて、入学してからは
オンライン授業を中心とした授業を受けていま
す。そのため、なかなか同じ学部生はもちろん、
他学部生との交流もできない環境で、私は、友達
ができるのかとても不安に思っていました。大学
生になって初めてのことばかりで、履修の仕方や
課題の提出の仕方など分からないこともたくさん
ありました。

おおよその授業が家で受けることになったの
で、対面での授業の方が貴重な時間となりまし
た。前期には早期臨床実習とスタディスキルズの
授業があり、これらを対面で行い、私たちが旭町
キャンパスに通う機会を先生方が作ってください
ました。そのおかげで、同じ学部の人たちと話す
機会が増えました。休憩時間や学校の行き帰りの
時間などで会話が増え、自然と名前や顔を覚え
て、ようやく交流できました。早期臨床実習は、
実際に病院に行って見たり、話を聞いたりするこ
とはできませんでした。しかし、スライドを用い
て、病院内の様子を分かりやすくまとめて伝えて
いただいたので、自分の中でおおよその想像をし
ながら授業を受けることができました。さらに、
非対面ではありましたが、グループワークもあ

歯学部 1 年生の様子

口腔生命福祉学科 1 年　川　上　紗　樹

り、自分が調べてきたことやほかの人の意見を共
有すると、一人では思いつかなかったことがあっ
てグループワークの楽しさを感じました。

また、なかなか友達ができにくい環境というこ
とを考慮して口腔生命福祉学科の新入生交流会を
先生方から企画していただきました。そこに参加
して、同じ学科の友達のことを知るきっかけにな
りました。グループになることよって今まで話し
たことがなかった人と話せました。自己紹介をし
てお互いの出身地の魅力や趣味、好きな芸能人の
話で盛り上がり、とても楽しい時間となりまし
た。また、新入生交流会を通して学科の先生とも
交流できて貴重な機会でした。

コロナ禍での、学校生活はできないことに目が
行きがちですが、今の状況だからこそできること
や今しか感じられない気持ちを大切にして、大学
で学んでいきたいとこの 1 年で強く思いました。
1年生は、一般教養を学んでいますが、 2 年生に
なったら歯科の専門的な授業が増えると思うの
で、意欲的に学びを深めていきたいなと思いま
す。また、今後は実習もできるようになると思う
ので、歯学部の口腔生命福祉学科の学生として入
学して、同じ学部生としての出会いを大切に、こ
れからの大学生活を送りたいと思います。
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初めまして、口腔生命福祉学科 2年の須藤悠大
です。「歯学部学生の様子」というタイトルのも
と、口腔生命福祉学科での生活を中心に日々の学
生生活について書かせていただきます。

昨年度は新型コロナウイルスの影響により授業
の形態が非対面であり、五十嵐キャンパスで授業
を受けることができませんでした。五十嵐キャン
パスに通う、他学部の友人に出会うことを夢見て
いましたが、夢叶わず充実した大学生活が送れた
とは言えませんでした。オンラインであったため
かあっという間に大学一年生は終了していまし
た。慣れない環境で戸惑いながら生活していた記
憶があります。

今年度は旭町キャンパスに移り、初めて対面授
業が行われました。女子19人男子 1人ということ
で不安いっぱいでしたが持ち前の美貌とかわいら
しさでクラスを牛耳ることができました。講義は
昨年度の教養科目より専門性が高まり、勉強のし
がいがあるものでした。

講義の他にPBLという学習形態の授業が始ま
りました。PBLとは与えられたシナリオの中か
ら問題点を見つけ出し、その問題を手がかりに学
習を進めていく方法です。様々な症例の問題につ
いて情報を収集し、グループで討論することで、
疑問・問題を解決します。この学習を通して問題
発見から解決のプロセスや正しいリソースからの
情報収集の手段、意義のあるグループ討議の方法
を学ぶことができました。加えて、他のグループ
メンバーの学習態度や方法を知ることができ、自
身の学習態度を見直すきっかけとなりました。

歯学部 2 年生の様子

口腔生命福祉学科 2 年　須　藤　悠　大

後期には実習も始まり、本格的に歯科衛生士の
業務を意識するようになりました。相互実習で
は、講義やPBLで学習したことを対人で実践す
ることができます。術者だけでなく、患者や補助
者の役割を担うこともあるため、様々な観点から
学習することができ、大変身になります。スケー
リング実習では顎模型を使用して歯石除去の実習
を行っています。模型ではありますが、人間の口
であるということを意識して行うことが求められ
ます。

最後に部活動について書きます。私は歯学部バ
レーボール部に所属しています。部活は少人数で
すが、アットホームな雰囲気でとても楽しく、居
心地が良いです。先輩には部活動のことだけでな
く、学校生活や私生活でもお世話になっており、
大変恵まれた環境であると感じます。

このように昨年度とは異なる学生生活を送るこ
とができ、充実しています。

6 年生部活動引退前最後の練習
写真撮影時のみマスクを外しました
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歯学部学生の様子というテーマということで、
僭越ながら私の学生生活について話させていただ
きます。 3 年に進級してからは歯科に加え、福祉
の授業やPBLも加わり、口腔生命福祉学科らし
くなってきたなと感じながら、毎日慌ただしく生
活を送っています。昨年度はZoomでのオンライ
ン授業がほとんどでしたが病院での臨床実習も無
事スタートし、学内の対面授業に切り替わりまし
た。大部分を家で過ごす生活から、大学へ通い友
達と他愛のない話をして過ごせる時間がとても楽
しく、新鮮に感じています。

さて、後期からは病院実習が始まり、また新し
い生活がスタートしました。10月から始まった病
院実習では、これまで相互実習などで学んできた
内容を患者さんに実践していきます。基本的に 3
年生の間は 4 年生に付き添って、見学することが
多いのですが、実際に治療の補助や準備を頼まれ
る機会もあります。これまで習得してきたことを
活かす貴重な場です。実習が始まって 2か月が過
ぎましたが、実習のなかで自分の知識不足や技術
不足を痛感する場面も多く、自分自身の課題がた
くさんみえてきました。授業や実習で学んだ知識
でも臨床の場に出ると忘れていることや身につい
ていないことに気づかされます。機敏に対応する
4 年生の姿をみていると、わたしは今の 4年生の
ように一人前になれるのだろうかと不安になるこ
ともあります。

けれど、そんなときに支えになっているのは、
同級生の存在です。一緒に悩みを相談し、励まし
合うことでまた次も頑張ろうと前向きな気持ちに

歯学部 3 年生の様子

口腔生命福祉学科 3 年　佐　伯　唯　衣

繋がっています。また、病院でも 4年生や歯科衛
生士さんが頻繁に声をかけてくださり、分からな
いことがでてきても優しく教えてくださるのでと
ても心強いです。その度に恵まれた環境にいるこ
とを実感させられます。初めは大きくあった不安
も、回数を重ねるごとに自信につながっていくの
を感じています。また、患者さんによって、症状
は様々でこれまで座学では学べなかった症例を目
の当たりにすることもあり、毎日発見や学びが
あってとても勉強になります。
また、新型コロナウイルスも以前より緩和してき

たことにより、2年時にはいくことのできなかった
学外での実習もできるようになってきました。高校
の歯科健診、最近では保健センターの1歳誕生歯
科健診にも参加させていただき、現役の歯科衛生
士さんの歯科保健指導を実際に見学させていただ
く、とても貴重な時間を過ごさせていただきました。

こうした実習を通して、さまざまなお話を聞か
せていただく中で、自分の進路について方向性が
定まってきた気がします。来年にはいよいよ最終
学年となり、友達との会話の中でもそれぞれの進
路について話し合う機会が増えてきました。こう
した話をしていると、同じ学部でもみんな違った
志の中で実習に取り組んでいることに気づかされ
ます。 4 年になれば、病院での臨床実習に加え、
福祉実習、国家試験勉強などさらに忙しくなって
いくと思います。残り 1年と少しの学生生活です
が、学べることをたくさん吸収して、後悔のない
ように残りの大学生活を充実したものにしていき
たいです。
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歯学部バドミントン部

歯学科 4 年　山　内　瑞　起

⃝部⃝活⃝動⃝紹⃝介⃝

こんにちは。歯学部バドミントン部です。現
在、私たちは44人で活動しております。昨年はコ
ロナ禍の影響を受け、部活動が全面停止となり、
デンタルを含む全ての大会、浜コンなどの全ての
イベントが中止となってしまいました。昨年の秋
から練習は再開となったものの、今年度のデンタ
ルも中止となり、イベントも未だに行うことので
きない状況となっています。私は、部活動の一番
の目的は楽しむことにあると思っています。しか
しながら、現在は大会やイベントがなく、練習を
行う理由さえ見失ってしまうような状態であり、
部活動が最大限に楽しいと感じられない部分もあ
るのではないかと思います。これは新型コロナウ
イルスの流行に起因するため仕方がないことであ
り、また、ありがたみを忘れずに言える言葉では
ないとは思いますが、新型コロナウイルス流行前
の部活動と比べるとこれが現状であると感じま
す。

ここまでネガティブな内容を書かせていただき
ましたが、全く希望がないというような状態では
ありません。むしろ、最近は新型コロナウイルス
感染者が激減し、大会やイベントの開催が期待さ
れるようになっています。そこで、以下にはバド
ミントン部の大イベントを 2つ記していこうと思
います。一つ目は、東北リーグです。東北リーグ
では、東北大学、日本歯科大学、奥羽大学、岩手
医科大学、新潟大学の計 5大学が集います。 1日
目は、 5 大学で一位を争う団体戦を行い、夜は全
員で飲み会です。 2日目は、仲良くなった他大学
の方とペアを組んだり、対戦相手として試合を行
います。このように東北リーグでは、他大学との
交流ができるのが最も特徴的な点です。試合はも
ちろんのこと、他大学の仲間との会話は貴重な経

験であり、大変楽しいものです。二つ目は、オー
ルデンタル（デンタル）です。オールデンタルで
は、全国の歯科大学バドミントン部が集まり、個
人戦・団体戦を行い、約 5日間にわたる長期の遠
征となります。 1年間の練習の成果を発揮する場
であり、最上級生にとっては引退前最後の試合と
なります。試合数が多く、ダブルスの試合、仲間
の応援、飲み会など部で一丸となって取り組むた
め、同級生に限らず、先輩や後輩との絆を感じら
れる場であり、笑いあり涙ありの最高の思い出作
りの場であると思います。

これらをはじめとしてバドミントン部では楽し
いイベントがたくさんあります。今のように、練
習だけでも行えていることは確かにありがたいこ
とであり、運動したり友達と会話したりと十分に
楽しい活動ができているとは思いますが、やは
り、練習して、試合して、飲み会していた頃が恋
しく感じます。新型コロナウイルスが収まり、以
前のような活気のある活動が行えるときが来るこ
とを願います。

最後になりますが、歯学部バドミントン部を支
援してくださる全ての方々に感謝申し上げますと
ともに、今後とも応援していただければ幸いです。

部内戦の様子
撮影時のみマスクを外させていただいております
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剣道部

歯学科 3 年　高　井　勇　典

こんにちは。歯学部剣道部主将の高井勇典で
す。この度は部活動紹介の機会をいただきありが
とうございます。

○剣道部紹介
剣道部は歯学部だけでなく医学部と合同で行っ

ており、医学部歯学部剣道部として普段活動して
います。現在部員は19人で、現在 3年生を中心に
日々稽古に励んでおります。男女比はほぼ半々で
部員同士の仲がいいことが特徴です。活動場所は
大学内の体育館で、練習時間は17時から19時まで
で月・水・金曜日の週 3回活動日があります。 2
時間という練習時間内で、先輩、後輩関係なく学
生同士がお互いにアドバイスをし合うなど切磋琢
磨して技術の向上に努めています。例年は金沢大
学、千葉大学との交流戦の 3大戦、東北地方の医
療系大学が集まる北医体、夏休みには 1番大きな
大会である全国の歯科大学が集まるオールデンタ
ルなど様々な大会があります。

○剣道部行事
剣道部では部活動以外でも様々な行事がありま

す。例年では春にはお花見、夏には浜コン、全国
各地に行くオールデンタル、冬には追いコンなど
があり、また大会の後には飲み会を開催したりと
一年を通してイベントが盛り沢山です。このよう

なイベントを通して部員同士の仲がいいことが剣
道部の魅力の 1つです。しかし現在はコロナ禍で
イベントや大会は開催されていないので、その代
わり日々の稽古に勤しんでいます。

○今年度の部活動について
前述いたしましたが、昨年に続き新型コロナウ

イルスの流行に伴い大会等が一切無く非常に寂し
い一年になってしまいました。今年剣道部に入部
してくれた新入生にはそんな寂しい期間になって
しまったことを申し訳なく思っています。そう
いった暗い側面もありましたが、しょうがない部
分でもあったので自分たちにできることをしよう
と、改善できる部分を積極的に変えていった年に
もなりました。その 1つが練習メニューの大幅な
変化です。剣道部には経験者はもちろん、初心者
の方も所属しています。大会がない年だったの
で、せっかくなら基礎固めの年にしようと練習メ
ニューの改善と初心者への手厚いフォローをし、
部員全体の技術アップに努めてきました。

最後に、私自身は剣道を 6 歳の時から始めて、
ずっと続けていますがとても良いスポーツだと感
じています。そんな剣道を仲間と一緒にできるこ
とに感謝しながら部員全員で楽しんでいきたい思
います。

普段の稽古の様子令和元年北日本医科歯科剣道大会
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Beyondコロナ

Beyondコロナ

歯科総合診療科　尾　崎　紀　子

新型コロナウイルスの感染が中国で確認されて
から 2 年以上経過しました。 2年前までは普通に
友人と会ったり実家にもよく帰省していました
が、今はそのことの有難さ、友人や家族の大切さ
を感じています。

新型コロナウイルスが日本でも流行した当初、
私は新潟大学の学生で新潟大学医歯学総合病院で
臨床実習をしていました。病院では、入り口での
体温測定や手指消毒、診療前の新型コロナウイル
ス感染対策に関する問診の実施などの変化があり
ました。ただ、感染防御（マスク、ゴーグル等）
については流行前と後であまり変化がなかったと
思い、常日頃から標準予防策が徹底していたこと
を実感しました。これは、様々な疾患を持つ患者
様が多い大学病院だからこそであり、学生のうち
から感染防御を自然と身に付けられる環境で学べ
ることを有難く思いました。

現在、私は新潟大学医歯学総合病院の歯科総合

特集 3

診療科で研修を行っています。こちらで研修をさ
せていただくことが決まった時は新潟大学の学生
であった頃に経験した臨床実習の延長なのかなと
思っていました。しかし実際は違いました。診療
時間が短くなり、時間を意識して診療するように
なりました。また、学生の頃は先生に手助けして
いただいた際に心のどこかで、「最初だし完璧に
できないのは仕方がない」と思っていました。し
かし研修医になってから先生に手助けしていただ
いた際には、「なんでできないんだろう。悔しい。
早く先生方のように診療できるようになりたい。」
と思うようになりました。自分の中で学生と研修
医では診療に対する意識が変わったと感じました。

まだ臨床経験も浅く、診療をしていると本当に
たくさんの疑問や迷いが生じます。臨床は教科書
通りにはいかないことも多く、経験豊富な先生方
に相談するのですが、いつも丁寧に対応してくだ
さいます。半年以上研修していて思うことは、卒

研修歯科医同期と藤井教授
写真撮影時のみマスクを外しました
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後 1 年目でまだまだ学ぶことの多い私には、着実
に、そして幅広い症例を学べる歯科総合診療科で
の研修が合っていたということです。研修期間中
に学んだ知識と技術は土台となり今後の歯科医師
生活でもきっと役立つものになると思います。そ
のため残りの研修期間でたくさんのことを吸収で
きるよう精一杯頑張りたいと思います。

4 月からは大阪で就職させていただくことにな
りましたが、病院見学や面接はオンライン上でさ
せていただきました。就職先を探していた期間は
新型コロナウイルス感染者が急増している時で、

新潟大学医歯学総合病院では職員の県外移動を制
限していたためです。私が学生であった頃も面接
や試験をオンラインで行っている同期が多くいま
した。

今後も新型コロナウイルス蔓延下で研修先を探
す状況が続くかもしれませんが、オンラインなど
の対応をしてくださる医院もありますので、学生
の皆さんには興味のある医院、就職したいと思っ
ている医院があるのであれば諦めずに頑張ってほ
しいと思います。
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その後、歯科医師として従事する日々の中で沢
山の課題と向き合うこととなりました。義歯診療
科での研修中、自身の知識と技術不足を目の当た
りにして落ち込むこともありましたが、努力した
分だけ診療に還元されていき、悩む時間も勿体な
いくらいに充実した研修を送らせていただきまし
た。患者さんから感謝のお言葉をいただいた時に
は、本当に頑張ってよかったと非常にやりがいを
感じました。その記憶は今でも思い出して励みに
しています。

現在勉強させていただいている研修先の地域は
口腔内の環境も厳しい方が少なくありません。な
かなか思うようにいかないこともありますが、幅
広い年齢層の治療を経験でき、指導してくださる
先生方のサポートの元、私が描く理想像に向かっ
て目下奮闘しております。

研修終了後は別の歯科医院にはなりますが大阪
で就職させていただくことになりました。やはり
私が就職活動をしていた時も感染者数が 1 日平均
20～30名程度いましたが、自身で出来うる対策を
行い、覚悟をもって後悔のないよう行動しまし
た。オンラインで見学・面接を行っている医院も
あり、自身の責任は自身でしか負えないと思いま
すので、それぞれが自ら考え選択していくのがよ
いと思います。

Beyondコロナ

歯科研修医　高　山　玲　奈

新潟大学医歯学総合病院義歯診療科での研修を
終え、現在、私は協力施設であるおざき歯科医院
で研修しています。「コロナ禍」という、新潟大
学歯学部に入学した当初は予想だにしていなかっ
た事態を迎え、現在に至るまでのここ数年間は変
化の多い数年間だったように思います。臨機応変
な対応を余儀なく求められ、自身で考えて選択す
る大切さについてつくづく実感することとなりま
した。世間ではコロナ禍ということもあり、学生
生活において様々な面で影を落とし、例にもれず
新潟大学歯学部においても影響が及んでいること
かと思います。今回歯学部ニュースのページを執
筆させていただく機会をいただき、今まで就職さ
れたばかりの方のお話は初めてだとお聞きしまし
たので、昨年を振り返って想うことや現在の状況
についてお話しようと思います。このページが皆
さんにとって何かよい刺激になれば幸いです。

新型コロナウイルスの流行によって診療時の感
染対策については対象が目に見えないものである
ため、今までの感染対策について見直すと共に、
気を引き締めて対応しておりました。

昨年は診療制限されていた時期があり、例年通
りにはいかない状況でした。感染者も再び増加し
ている時期だったので県外への移動に対して慎重
にならざるを得ず、例年と比較した際に困難な点
が見受けられたのは事実です。ただ、研修先の
方々もオンラインで見学・面接するなど臨機応変
に対応してくださるところが多く、私の場合は、
学生時分からお世話になった先生方がおり、慣れ
親しんだ環境で学べるという安心感があったこ
と、何より臨床実習中は学びの機会に恵まれ、環
境も充実していたため新潟大学病院で研修するこ
とは決めておりました。義歯に興味があったこと
もあり、研修先を選ぶのに迷いは少なかったとい
うのが正直なところです。 仕事納めの日にいただいたお菓子
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の場合、見学はせずに採用試験を受けました。も
ちろん病院側からはいずれは見学も可能になると
いうお話はいただいていたのですが、臨床実習中
であり、県外への移動は避けるようにとのこと
で、見学することができませんでした。幸い、志
望先に口腔生命福祉学科卒業生の方がいらっ
しゃったため、先生を通じて連絡を取り、そこで
業務内容などの情報を得ることはできましたが、
今就職してみて思うのはやはり百聞は一見に如か
ずという言葉通りで、見学はするべきであったと
感じています。どういう業務を行っているのか、
主にどのような疾患を治療対象としているか、と
いうことも重要ですが、職場の雰囲気を見ること
も非常に大事かと思います。また、交通の便な
ど、職場の周りの環境も知ることも非常に重要で
あったと感じています。

簡単ではありましたが、私の学生時代の経験を
述べさせていただきました。今後、就職活動をす
る学生の方の参考になれば幸いです。この度はこ
のような執筆の機会をいただき、ありがとうござ
いました。

Beyondコロナ

口腔生命福祉学科14期生　中　村　夢　衣

初めまして。新潟大学医歯学総合研究科口腔生
命福祉学専攻博士前期課程 1年中村夢衣と申しま
す。昨年度までは口腔生命福祉学科 4年次として
臨床実習等に励んでおりました。今現在は社会人
大学院生という立場で、病院歯科衛生士として勤
務しながら学んでおります。今回の執筆にあた
り、昨年度のコロナ禍における臨床実習・福祉実
習、そして就職活動に関して、私の経験を述べさ
せていただければと思います。

昨年度の臨床実習はコロナ禍の最中でのスター
トで、本来であれば 4月から始まる予定でしたが
感染防止の観点から課題レポートなどの代替実習
から始まりました。病院実習が再開したのは 7月
末頃からで、実習することができなかった診療科
もありました。診療科によっては、夏季休暇中に
希望者は見学を受け入れるなど対応していただい
た科もありましたが、就職活動や国家試験勉強な
どでその時間を取ることが難しかった学生も少な
くはないかと思います。このようにマイナスな点
が多い実習でしたが、コロナ禍だからこそ感染予
防対策をしっかりと行わなければならなかったた
め、標準予防策の徹底や、清潔・不潔の区別を現
場において学ぶことができたのは経験として非常
に大きく、それが今の業務で実践できていると思
います。福祉実習については、実習時期、実習場
所によっては実習ができた学生とそうでない学生
がいました。私は代替実習でしたが、代替実習で
も実習担当の先生との週 1回のディスカッション
を通して、学べることは多くありました。このよ
うにコロナ禍においても、できる限り実習ができ
るようにとご尽力くださった先生方にはとても感
謝しています。

就職活動において、まず志望先の病院・診療所
を見学するところから始まるかと思いますが、私 勤務先の入院患者に対し口腔ケアを行っている様子
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就職活動もコロナ禍の影響を大いに受けまし
た。見学等はあまり出来ず、ホームページを見
る、パンフレットを取り寄せる、キャンパスライ
フ支援センターキャリア・就職支援オフィスにて
進路相談を行うなどしました。特に就職支援の相
談員さんにお世話になり、気持ちの整理や就職に
向けて行うべきことを細かく相談することが出来
ました。現在進路に悩む方は、ぜひ利用してほし
いです。また、私は行政職志望であったことか
ら、各自治体の試験を受けました。コロナ禍で試
験日がずれる、会場や試験方式が変わるなどの変
更が多くありましたが、試験で問われる内容は同
じでした。試験を受けてみて、教養科目や専門科
目の勉強を地道に続けることが大切であると感じ
ました。面接では先生方に協力していただき、自
信を持てるまで何度も練習を重ねました。今振り
返ってみると、毎日の勉強やリサーチ、下準備の
積み重ねが本当に重要であったと感じます。

今後も、まだまだコロナ禍に影響を受けること
が予想されますが、私の経験が少しでも参考にな
れば幸いです。みなさんが充実した学生生活を送
られることを願っています。

Beyondコロナ 
〜コロナ禍における臨床実習、国家試験、 

就職活動について〜

新潟市役所　鈴　木　志　歩

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影
響を大きく受けた印象があります。当時私は口腔
生命福祉学科 4年生で、臨床実習の開始が見送ら
れたまま 4 月がスタートしました。 4 ～ 5 月は緊
急事態宣言が発出され、歯科臨床実習に参加する
ことは出来ませんでした。毎日各科の課題に取り
組む日々が続き、不安を感じていたことが印象に
残っています。課題は各科の分野に関するものが
多く、自分の苦手な項目を洗い出し、理解し直す
良い機会になりました。 6～ 7 月は福祉臨床実習
でしたが、伺う予定だった外部施設から非対面で
の実習をするよう依頼があり、結果的に課題に取
り組む形となりました。福祉現場の実際をみるこ
とは叶いませんでしたが、課題によって不足して
いた知識が明瞭となり、国家試験の勉強に身が入
りやすくなりました。 9月には歯科臨床実習が再
開し、12月までの 4か月間は歯科診療の現場で学
ぶことが出来ました。例年に比べて実習期間は短
かったものの、その分吸収しようと積極的に参加
できたと感じています。

臨床実習に参加出来なかった 4 ～ 7 月は勉強に
力を入れたことで、国家試験合格への大きな一歩
になりました。私は、国家試験問題解説集とセッ
トの資料本のみを用いて勉強しました。口腔生命
福祉学科の先輩方の多くが利用していたこと、問
題を解いた後に不足知識を補うことが 2冊間で行
いやすいと感じ選択しました。実際に問題を解い
てみると、掲載されていない重要ポイントもあり
ます。そういったものを直接、資料本に書き込む
ことで、 1 冊見ればポイントをおさらい出来るよ
うに工夫しました。早い段階で自分に合う勉強法
を実践出来たことが合格に繋がった理由ではない
かと思います。 面接相談対応業務を行っている様子
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歯学科 1 年　柏　瀬　莉　緒

前期に早期臨床実習があり、無事に終えること
ができました。臨床実習といっても、コロナ禍の
ため、実際に診療科を見学することはできません
でした。講義による各診療科についての理解と、
一つの題に沿ったグループワークを行いました。

各診療科の紹介では、医歯学総合病院の歯科に
ある11の診療科について、その役割や診療の例な
どを、実際にその科でご活躍されている先生方に
紹介していただきました。放射線科や麻酔科、そ
の他名前を聞いただけではどのようなことをする
のか想像しにくい科についても、対象となる患者
さんや治療内容を丁寧に教えていただきました。
より専門性の高い歯科治療を知り、歯科医師への
道を歩む上で気持ちが引き締まったように思いま
す。

グループワークでは、「専門診療科の必要性に
ついて考察する」というテーマについて、歯学部
1 年生の中で無作為に振り分けられたグループの
メンバーと話し合い、意見をまとめ、最後の授業
で発表を行いました。以前まで、専門診療科の意
義について考えたことがありませんでしたが、そ
の在り方を追究する良い機会になりました。私た
ちの班では、専門診療科が必要であるという主張
のもと、なぜ必要か、またあることによるデメ
リットとその解決策について考察しました。デメ
リットを挙げる際に、科の多さから切り込む人も
いれば法の整備の面から切り込む人もあり、全く
考え方が異なる人同士で意見を交わすことで、知
識や考えを深めることができました。他の授業は
オンラインで行われる上に話し合う場があまり設
けられないので、画面越しではありましたが、顔
を合わせて話すことができ、少しでも同期と話す
貴重な時間となりました。

例年のように実際に診療を見たりすることがで
きなかったのは心残りではありますが、コロナ禍

だからこその貴重な経験ができたと思います。新
潟大学歯学部の特色の一つである早期臨床実習を
なんとか実現すべく、内容を考え実行してくだ
さった先生方に感謝いたします。

口腔生命福祉学科 1 年　東　　　七　愛

1 年時の早期臨床実習では、新潟大学医歯学総
合病院の各診療科の先生方の講義を聞いたり、 1
グループ10人に分かれて「専門診療科の必要性」
について討論し、そこで出た結論を学年全員の前
で発表したりしました。

各診療科の先生方の講義では、大学病院ならで
はの高度で専門的な内容を学ぶことができまし
た。実際に行った治療法や患者さんの治療後の経
過観察のお話を聞いて、歯科医師・歯科衛生士は
歯学だけでなく、身体全体の構造についても深く
理解している必要があると分かりました。また、
自分でインターネットや書籍で調べるだけでは分
からない、実際の医療現場のお話も聞ける大変貴
重な機会であったように思います。

グループでの「専門診療科の必要性」について
の討論は、全国の大学病院の専門診療科について
自主的に調べる良いきっかけになりました。そこ
で、私たちのグループは全国の大学病院の特色あ
る専門診療科について調べ、それが設置された理
由について考えました。さらに、そこから専門診
療科を設置することのメリット・デメリットにつ
いて考察することにしました。全体発表に備え、
少子高齢化などの時代背景も考慮し、自分たちが
導き出す結論に聴衆が納得できるような根拠を持
たせるように意識しました。このグループワーク
を通して、専門診療科についての知識はもちろ
ん、自分たちの主張をどう展開し、発表すれば分
かりやすく伝わるかといったプレゼンテーション
力も身につけられたように思います。また、全体

早期臨床実習を終えて
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発表ではそれぞれのグループが異なる切り口で自
分たちの主張を展開しており、聞いていてもとて
も勉強になりました。

前年に続き、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため新潟大学医歯学総合病院での実習を行うこ
とは出来ませんでしたが、この状況だからこそで
きる充実した学びができたのではないかと思いま
す。そして、今年学んだことを来年度につなげて
いきたいです。

歯学科 3 年　水　上　大　河

早期臨床実習Ⅱは 3年前期に行われたものです
が、あまりに充実したカリキュラムの影響からか
気づけば後期も半分ほど終わっていました。当時
は本当に大変だった人体解剖学実習ですらもはや
懐かしさを感じる程に濃密な日々を過ごしている
訳ですが、そんな今でも印象に残っている早期臨
床実習の内容を 2 つ振り返っていこうと思いま
す。

まず一つは、編入生である私にとって今回が初
めての早期臨床実習であったということです。幸
いなことに私はこれまで大学病院のお世話になる
ような大病も経験してこなかったため大学病院と
いう建物にも不慣れで、初回の実習では特に緊張
してしまったことを覚えています。そんな中でも
周りを見渡すと真っ当に入学してきた同期たちは
涼しい顔で院内を移動しており、 1年生の頃の早
期臨床実習Ⅰの経験値がとても活かされていると
感じました。臨床の現場の空気感に慣れることが
できるというだけでも、新潟大学で早期臨床実習
を経験できるメリットは大きいと実感できた出来
事でした。ちなみに全員が編入生であった私たち
の実習班は、初回の実習終了後帰り道がわからず
迷子になりました。

二つ目は、この実習の狙いでもある基礎科目と
臨床との繋がりを意識できたということです。こ
れについては、基礎科目を学んでいくのと同時進
行で臨床を体験できたことが大きいと思います。
例えば、人体解剖実習で頸部の解剖を経験した直
後に放射線科の実習で自分の頚部のエコー画像を

見ることができたり、歯周病科で炎症や歯槽骨吸
収の概要を紹介してもらってから、その詳細を口
腔生化学の授業でさらに深掘りしたりなど、基礎
と臨床の 2つを同時に意識しながら学習を進める
ことができた期間でした。後期に入って臨床科目
や実習が増えてきた今ではこれまで学んできた基
礎の内容が頭から抜け落ちそうになりますが、臨
床における基礎の重要性を早期臨床実習で体感し
たことを思い出しながら、今後さらに激しさを増
していくであろう歯学部での講義や実習の数々に
食らいついていこうと思います。

口腔生命福祉学科 2 年　近　藤　風　希

今年の早期臨床実習はコロナ禍の影響で残念な
がら全て実際現場に行き、体験することはできま
せんでした。ですが、講義などを通して歯科衛生
士や社会福祉士についての知識や理解を深め、自
分たちは将来このような仕事をするのだという自
覚が芽生えたと思います。今後の授業や実習にも
繋がる大事な事を学ぶことができ、とても意味あ
る時間になったと感じました。

特に印象に残ったことは、新潟医療センターに
実際に行って病院で働いている歯科衛生士さんの
話を聞いたことです。周術期の患者さんの口腔ケ
アがとても大事で、口腔ケアを行うことで治療の
効果も上がることや、認知症や寝たきり、車イス
など様々な状態の患者さんの治療など一般の歯科
医院とは違う仕事内容を知ることが出来ました。
今まで歯科衛生士の働く場所と言えば歯科医院と
いう印象が強く、病院で行う歯科衛生士の業務に
ついてあまりわからなかったのですが、具体的に
どういったことに取り組んでいるのか考えている
のかを知ることができ、質問などもでき、とても
いい経験ができたと思います。

他にも、実際に児童相談所に実習に行き、保健
所やばんだい桜園について講義を受けてそれぞれ
の場所での歯科衛生士、社会福祉士の役割につい
て学ぶことができました。同じ職業でも働く場所
によって業務がかなり変わるということがわか
り、自分が思っていたよりも仕事の幅が広く、た
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くさんの人に関わる職業だということを理解でき
ました。

また、バイタルサイン測定や診療ユニットの使
い方や実習室の見学、感染予防対策など、これか
ら実習を進めていくうえで基礎となるようなこと
を学ぶことができました。医療従事者を目指して
いる中で、これらのことは知識として身につけ、
実際に行動できるようにしておくべきことだと感

じました。
この授業を通して、様々な場所での歯科衛生

士、社会福祉士の仕事内容、役割について具体的
に学び、理解を深めることが出来ました。今回こ
の早期臨床実習で学んだことをこれから大学での
勉強や実習に最大限活かして残りの時間を無駄に
しないよう過ごしていきたいと思います。



─ 37 ─

37

歯学科 5 年　佐　藤　大　地

長かった 5年生のポリクリを終えて、現在は臨
床実習の引き継ぎ期間です。あっという間のポリ
クリからCBT、OSCEと段階を踏んで、今度は
本番、患者さんに治療を施す立場になりました。
実際の患者さんを目の当たりにすると、ポリクリ
で習った一つ一つの治療行為に緊張感があり、自
分の行動を見つめ直すことができました。

ポリクリとは臨床予備実習、つまり臨床実習に
上がる前に必要最低限の知識・技術・態度を習得
する実習です。実際には各診療科を回って、講義
や模型実習、学生や先生を相手にしての実習があ
ります。講義や模型実習は 4年生までに経験して
いましたが、人間を相手にする学生間の相互実習
は初めてでした。特に学生間の相互実習では、印
象採得、伝達麻酔の 2つが印象に残っています。

模型でやる印象採得は、ただ材料を練ってト
レーに持って、模型の口の中に入れれば問題な
かったと思います。しかし、実際の人間で行うと
そううまくはいきませんでした。実習の被験者と
してまず思った事ですが、印象材が口に入ってい
るととても息苦しい、不快な印象を受けました。
口を開けている間、唾液が飲み込みにくく溺れそ
うになりました。また、トレーの側縁が頬粘膜や
歯肉に当たって、押し付けてられている間は痛い
思いをしました。術者としては、材料が柔らかす
ぎると患者の喉の奥に流れてしまいそうになった
ので、高齢者など嚥下能力の低下した患者には特
に気をつけないといけないなと実感しました。

伝達麻酔は本当にドキドキでした。前日から落
ち着かず、何度も実習書を読み返してはイメージ
トレーニングをしていました。実習当日、いざ伝
達麻酔をする時になったら、意外にも冷静に麻酔
を打てたことに驚きました。前日のイメージト
レーニングが効いたのか、実習書をよく読んだか
らなのか、麻酔を打つ相手が友達だったからなの

か、わかりません。ただ、あの時の緊張感は忘れ
ることはないと思います。一歩間違えれば医療事
故です。緊張感を保ちつつも冷静でいられること
が大事だと感じました。

ポリクリで習ったことはどんなに小さなことも
無駄にはならないと思います。臨床実習はまだ始
まったばかりでまだまだ未熟ですが、ポリクリや
CBT・OSCEを含め、これまでに習得した知識・
技術・態度をもとに実践し、さらに磨きをかけて
いこうと思います。

歯学科 5 年　花　森　玲　奈

テストや課題、実習などに忙殺され、気がつく
と新潟大学歯学部に入学してから 5年半の月日が
過ぎていました。 5 年生になってからはポリク
リ、CBT、OSCEなどの大きな学業イベントが
あり、さらに忙しい日々を過ごしていたように感
じます。それらを終えた10月の現在、ポリクリに
ついて振り返るとともに、この体験記が後進の歯
学部生の参考になればと思います。

ポリクリとは病院の各診療科をまわって行われ
る実習のことで、それぞれの科では臨床を意識し
たような実習内容が用意されています。私たちの

通学路のやすらぎ堤

ポ リ ク リ を 終 え て
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場合は、コロナ禍であるという情勢を踏まえて、
いくつか制限のある中でポリクリが始まりまし
た。ポリクリの特色であり、これまでの実習と大
きく違うのは、相互実習があるということです。
概形印象、精密印象、筋圧形成、浸潤麻酔、伝達
麻酔、スケーリング、フッ素塗布、X線撮影等々
…基礎的な歯科的手技を生徒相手に実践で行うこ
とができます。これまで散々模型で行ってきたこ
とや、「こんなの簡単だろ」と思っていたことで
も、実際に人にやってみるとかなり難しいとわか
ることがほとんどでした。思ったようにできず、
落ち込むことも多々ありました。しかし、そうい
う時には先生方のご指導や友人からアドバイスな
どによってなんとか実習を進められたりもしまし
た。

また、相互実習なので自分自身が患者役になる
ことももちろんあります。その時に、「意外とこ

の動作が痛い」「口をずっと開けているのが辛い」
など患者さん目線になって初めて学ぶことも数多
くあり、歯科治療をあまり受けたことがあまりな
い自分自身にとっては特に有意義でした。

さらにポリクリは少人数の班で実習を行うの
で、一人あたりの先生方の人数が多いというのも
良い特色で、とても質問がしやすい環境下にあっ
たと思います。どうしてもうまくいかない時に先
生方に指導を仰ぐと、臨床経験を積んだ先生なら
ではの知識やコツも得ることができました。

ポリクリを終えた現在、実際の患者さんを相手
にして行う臨床実習を目の前に控えています。目
指す歯科医師にまた一歩近くことができるという
嬉しさの一方で、患者さんに対する責任や自身の
未熟さから大きな不安も抱えていますが、ポリク
リで得た技能・知識・態度を大いに生かし、これ
からもまた頑張っていきたいと思います。
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歯科麻酔学

佐　藤　由美子

“患者総合サポートセンターの佐藤です。”と
言っても、この歯学部ニュースの読者の多くの方
にはあまり馴染みがないかもしれません。元々は
歯科麻酔を専門としていた私ですが、今は主に患
者総合サポートセンター（通称：患サポ）で、附
属病院の医科診療科に通院中で歯科治療を必要と
する患者さんを、受診へと橋渡しをする仕事をし
ています。

歯科麻酔科の私がなぜ？と思われるかもしれま
せんが、学問としての歯科麻酔学には全身疾患を
持つ患者さんが安全な歯科治療を受けられるよう
にマネージメントするという側面もありますの
で、決してかけ離れたものではありません。麻酔
を専門にしてきたことで得られた知識を役立てら
れればと思い仕事をしています。とは言え全く手
術麻酔から離れたわけではなく、週 1 回ですが、
中央手術室で全身麻酔をはじめとする業務にも携
わっています。

出身は長岡市で、高校を卒業するまで中越地区
で過ごしました。すっかり新潟市での生活が長く
なりましたが、中学・高校を過ごした長岡の街を
時折訪れるたび、当時を懐かしく思い出します。

冬の長岡市は魚沼地区には及ばないものの、そ
れなりの積雪があります。学生時代は割と本気の
スキー授業がありました。友人や家族ともスキー
に出かけましたので、当時は少しくらい滑れるよ
うになった気になっていましたが、大学卒業後は
すっかり足が遠のいていました。それが数年前、

素 顔 拝 見

外勤先の先生やスタッフに誘われて、久しぶりに
滑ったスキーの気持ちよさにすっかり魅せられて
しまい、今では冬の雪が待ち遠しいほどです。

“あなたの趣味は？”と聞かれれば、ためらわず
にスキーです、と答えるでしょう。

昨年からはスキーをするために筋トレがしたく
てジムにも入会しました。残念ながら最近は少し
サボりがちで、夫からの“ジムに課金してるだけ
じゃないの？”という言葉が胸に刺さります。
COVID-19の感染拡大が落ち着くまでは難しいと
思いつつも、冬の便りを聞き始めるとなんとなく
ソワソワする毎日を過ごしています。

座右の銘、というほどではないですが、“あき
らめたらそこで試合終了ですよ？”という、漫画

“スラムダンク”の安西先生の言葉を心に留める
ようにしています。

医学の進歩は、以前なら助けられなかった多く
の命を救い、人はずいぶん長生きするようになり
ました。“一病息災”ではないですが、今、大学
病院の歯科を訪れる患者さんの多くは、何かしら
の全身疾患を抱えており、合併症を持つ患者さん
を診療する機会は格段に増えています。
“どうすれば患者さんに安全で快適な治療を提

供できる？”
そんなことを患者さんに向き合うたびに思いま

す。
難しいことも多いです

が、安西先生の言葉を胸に
秘めつつ、その人にとって
のベストを一緒に考えられ
るような医療者でありたい
と思っています。

どうぞよろしくお願いい
たします。

❀

2021年11月
中央手術室にて
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顎口腔インプラント治療部

高　嶋　真樹子

こんにちは。顎口腔インプラント治療部の高嶋
真樹子と申します。病院の中央診療部門所属で、
学生さんとは接点がほとんどないと思いますの
で、今回は簡単に自己紹介をしたいと思います。

出身は千葉県柏市です。進学を機に新潟に住み
19年目となります。新潟の湿り気が多くて曇りが
ちな静電気が起きない気候は、暑いのが苦手な私
の気性にも合っていたようで、冬の寒い横殴りみ
ぞれ雪の日でも上下防水パーカーを着用して濡れ
ずにウキウキで通勤しています。住めば都とはこ
のことですね。

さて、私は研修歯科医終了後の2009年 4 月に顎
口腔インプラント治療部の前身である顎関節治療
部に入局しました。当初は大学院へ進むつもりは
微塵もなく、卒後 2 - 3 年目は外来診療ばかりが
楽しかったために顎関節症・インプラント・補綴
の治療をひたすら行っておりました。なにしろ当
医局のミニマムリクワイヤメントは、顎関節症と
口腔インプラントと補綴歯科の専門医（あるいは
専修医）を 3 つ取得するといったものなので、そ
れはもうやりがいがあります。しかし卒後 4年目
くらいになると、ただ診療を行うだけではなく外
来の医療現場で感じた疑問や気になることについ
て、さらに知識を深めていきたい、そのことを患
者さんへ還元したいと感じるようになりました。
そこで、卒後 5年目に社会人大学院に入学し、顎
関節症の筋活動に関する研究と、インプラントの
予後に関わる因子の研究を行うようになりまし
た。卒業後も現在に至るまで、継続して臨床に直
結した研究を行っています。

普段の生活では、その時期折々の季節を感じら
れるようなことを楽しみながら美味しいものを食
べることが大好きで、食に貪欲に生きておりま
す。春の始まりのころにはお雛様を飾りながら山
菜や春野菜を食べ、梅雨には梅シロップ漬けを作

成し、苦手な暑い時期は大葉とショウガの効いた
鯵のなめろうを好物として、乗り切ります。秋は
低山登山や飼っている犬を連れてキャンプに行き
ます。屋外の食事は何を食べても美味しいです
ね。冬は海を見るのが好きです。荒々しい波が海
岸へ打ち付けてはひいていく様子を見ていると、
心の中で起きていた波は、逆に穏やかになり、
すっきりとした気分になります。幸い自宅から海
も近いので、寒い冬の休日の朝に海鳴りがかすか
に聞こえるだけで落ち着きます。そんな自宅で家
族と、釣り方によるスケソウダラの鮮度の違い
や、寒ブリの刺身の厚さによる食味の違い、また
ハタハタの産卵場所と時期について調査してお
り、食に関する知識を少しずつ蓄えていくのが楽
しみとなっています。

上記だけ読むと、食べるのが好きなだけの人み
たいですが、それ以外に、近世～近代にかけての
建築物や庭園を見たりすることをするのも好きな
ことのひとつです。次の素顔拝見の機会があれ
ば、ぜひその魅力についてもご紹介したいと思い
ます。

❀

医療連携口腔管理治療部

曽　我　麻里恵

2020年10月より医療連携口腔管理治療部に配属
となりました、曽我麻里恵と申します。

出身は新潟市で新潟大学歯学部42期生です。卒
業してまだそんなに経ってないつもりでしたがも
うそろそろ10年になってしまう事実を前に、月日
の流れの恐ろしさを感じるばかりです。

学生時代は軽音楽部に所属させていただいてい
ましたが、ギターのFのコードを抑えられないと
いう初心者が最初にぶち当たる壁に見事に激突し

「これは向いてないな」と早々に楽器を諦め、所
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属期間中ほぼボーカルに専念させてもらっていま
した。わりと好き勝手させてもらっていたので当
時のメンバーや部員のみんなには感謝です。

卒後、進路をぼんやり考えていたところで軽音
部の顧問であった林先生から「うちが向いている
と思うよ」とお声がけいただき、歯科放射線科に
入局し、診療や研究に携わらせていただきまし
た。入局当時は何をもって向いていると判断して
もらえたんだろうと疑問でしたが、放射線治療患
者さんの口腔管理の仕事をさせていただき始め
て、悟りの如く「なるほど、これだな！！」とや
りがいをみつけることができました。特に頭頸部
放射線治療患者さんは治療期間も長く、大変な思
いをしながら治療を頑張っていることが多く、歯
科医としてその手助けをしながら一緒に困難を乗
り越えていくのはお互いに達成感がかなりありま
す。

それから放射線治療や化学療法を行う患者さん
の口腔管理をメインに仕事をさせていただき、こ
のたび2020年に設立された医療連携口腔管理治療
部に所属させていただく機会を得ました。自分が
最もやりがいを感じた周術期口腔管理をやらせて
いただけており、仕事に対して毎日「楽しい」と
感じることができています。医科歯科連携がどん
どん進み、患者さんも増えてきており、スタッフ
一丸となって毎日診療に明け暮れる日々です。当
部は一緒に働いてくださる方を常に待っています
ので、ご興味のある方はいつでもお声がけくださ
い。

ところで私の趣味というか生きがいは好きなバ
ンドのライブに行くこととそれに合わせて旅行を
することだったのですが、このコロナ禍でバンド
はほぼ活動休止状態になりライブ予定も丸 1年以
上白紙が続き、旅行そのものも自粛せねばなら
ず、私生活における楽しみが何一つない虚無の期
間を過ごしています。他の趣味も特に見つけられ
ないので飼っている猫に対してひたすらウザ絡み
をする日々を過ごしていましたがこの夏に重度の
アレルギーを発症し、その際の検査でついに「猫
アレルギー」の烙印を押されてしまいました（発
作自体は猫が原因ではなかったのだけが幸いでし

た）。猫のいない生活はありえないので毎日アレ
ルギーの薬を服用し、月に 1回猫を洗いながら共
存しています。洗われるのを全く嫌がらない子で
よかったなあと思います。良い子です。

この記事を書いている時点では世の中かなり落
ち着いてきており、自粛もわりと緩和されてきて
いるので来年こそは仕事も趣味も充実した生活を
送れるようになるといいなと願うばかりです。皆
様今後ともよろしくお願いいたします。

❀

歯科矯正学分野

大　森　裕　子

令和 3年 1月 1日より歯科矯正学分野の助教を
拝命しました、大森裕子（おおもり ゆうこ）と
申します。「素顔拝見」への寄稿の機会をいただ
きましたので、拙い文章で大変恐縮ですが、自己
紹介をさせていただきます。

私は新潟県のどまんなか・見附市で生まれ、長
岡市と三条市に囲まれた田んぼの多い、のどかな
田舎町で育ちました。周りに医療関係者はおりま
せんでしたが、娘に手に職をつけさせたいという
母の願い50％と、白衣の仕事はかっこいいなとい
うなんとなくのイメージ50％で歯科医師になるこ
とを志しました。オープンキャンパスで感じた東
京歯科大学千葉キャンパスの、のびのびとしなが
ら充実した環境に惹かれ同大学歯学部へ入学しま
したが（現在は東京都千代田区神田へ学部再移
転）、程なくして学ぶことの多さと幅広さ、実習
の難しさ、何より進級試験のプレッシャーに幾度
と無く挫けそうになりました。そんななかでも同
級生同士励まし合い、体育会系で熱意に溢れた先
輩や先生方による手厚い指導に支えられて、無事
歯科医師になることができました。

臨床研修は、一般的な歯科治療を網羅的に経験
したいという考えから、新潟大学歯科総合診療部
で 1年間お世話になりました。私の出身大学では
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病院実習で学生が担当患者を持たせてもらえると
いうことはなく、診療アシストや見学がメインで
したので、学生時代すでに自ら主体となって治療
を経験している新潟大学出身の同期と自分とを比
較しては不安や焦りを感じていたことを覚えてい
ます。当時の担当ライターの先生には、外部から
きた自分を区別して懇切丁寧に指導していただ
き、前を向いて研修に臨むことができました。

臨床研修修了後には、自分の強みとなるような
専門性を身に付けたいという点と、ひとりひとり
の患者さんと長く向き合えるという点から矯正歯
科を学びたいと思い、縁あって新潟大学歯科矯正
学分野に入局させていただきました。矯正治療で
は、ひとりの患者さんの初診から管理が終了する
までの経過が長く、個々の状態が非常にバリエー
ションに富んでおり、成長発育の要素が複雑に絡
み合うことからトレーニングに必要な期間が長
く、現在においても判断に迷うことに日常臨床で
多々遭遇します。それでも入局してから 9年目の
いままでの間に、患者さんの第Ⅰ期治療を担当し
てから第Ⅱ期治療、その保定が終了して終診する
まで担当できるよう、医局の先生には育てていた
だきました。わからないことが理解できるよう、
できないことができるようになるまで根気強く、
向き合っていただいたことにこの場をお借りして
感謝申し上げます。歯科医師を志してから現在に
至るまで多くの尊敬する先生に出逢い、叱咤激励
いただき、返し切れない程の御恩があります。

「受けた恩は後輩に還元すべし」、先輩方がおっ
しゃっていた言葉です。これまでに自分がいただ
いたものを、これからは少しずつでも後輩に返し
ていけるよう、日々の臨床・教育・研究に邁進し
ていく所存です。今後とも宜しくお願い致しま
す。

❀

小児歯科学・障がい者歯科 
学分野

笹　川　祐　輝

2021年 4 月より、小児歯科学分野の助教に拝命
いただきました笹川祐輝（ささかわ ゆうき）と
申します。この度、歯学部ニュース編集ご担当の
先生より「素顔拝見」の原稿作成につきまして貴
重な機会をいただきましたので、 簡単に自己紹介
をさせていただきたいと思います。

生まれは神奈川県横浜市、その後父の仕事の都
合で様々な土地を転々としました。ここは説明し
ようとすると少々長くなってしまうのですが、横
浜（出生～ 1歳）→アメリカ（ 1～ 7歳）→横浜
戻る（ 7～10歳）→千葉（10～12歳）→新潟（12
歳～現在まで） という経緯になります。このやや
こしい経緯のため、「出身はどちらですか？」と
いう、普通なら簡単に答えられる質問に少々考え
込んでしまいます。生まれたところ？幼少期を過
ごしたところ？「新潟です」と答えてしまうのが
面倒にならないのでそうしていますが、本当は生
まれ育った土地ではありません。すみません。

高校卒業後、現役で入学したのは新潟大学教育
学部（理科教育専修）でした。歯学部が第一志望
でしたが圧倒的に偏差値が足りず、冒険できない
性格の私は安全志向の受験することになります。
歯科医師が無理なら、子どもと関われる幼稚園か
小学校の先生になりたいと思っており、そのため
の履修を進めましたが、次第に第一希望の歯学部
受験に挑戦できなかった心残りを強く意識するよ
うになりました。そして同年夏頃から、「休学せ
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ず単位取得を進めながらこっそり歯学部再受験の
勉強も進める」を決意します。この方法なら、歯
学部受験に失敗しても何も失うものがないので、
ノンプレッシャーで挑戦できると考えたからで
す。半ば歯学部を諦めるための記念受験でもあり
ましたが、合格発表の日に自分の受験番号を発見
した時の衝撃は今でも鮮明に覚えています。

歯学部入学後、様々な専門診療科について学ぶ
中で最初に魅かれたのが小児歯科でした。教師の
道を捨て、歯科医師を選べば子どもと関わる仕事
はできなくなると勝手に思い込んでいた私にとっ
て、最も魅力的な診療科でした。

数々の試験に悪戦苦闘しつつも何とか歯科医師
免許を取得し、研修を終えた後に、小児歯科学分
野へ大学院生として入局させていただき、今に至
ります。大学院生時に取り組んだ研究テーマは、
小児の摂食動作を口唇圧と三次元動作解析の観点
から解明を行うものです。学位を取得した現在
も、より発展的な知見を得るため、この研究に励
んでおります。

臨床、研究、そして教員としての仕事に従事し
ながら、現在は障害者歯科学会の認定医取得と小
児歯科学会の専門医取得に向けて日々の診療に邁
進させていただいております。

最後になりましたが、私の専門である小児歯科
学を通して歯学部、歯科界において何かしら貢献
できるよう、これからも様々なことに挑戦してい
きたいと思っています。拙文ながら、最後までお
読みいただきありがとうございました。どうぞ今
後ともよろしくお願いします。

❀

摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野

那小屋　公　太

2021年 4 月 1 日付で摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野の助教を拝命致しました、那小屋公太
（なごやこうた）と申します。摂食嚥下機能回復

部の助教を 3年程務めておりましたが、本年度よ
り歯学部で職務に励む機会を頂きました。今回、
素顔拝見執筆の機会を頂くことができましたの
で、この場をお借りして自己紹介をさせて頂きま
す。

出身は秋田県秋田市です。苗字の“那”という
漢字が沖縄の“那覇”を連想させるらしくよく沖
縄出身ですか？？と聞かれますが先祖代々生粋の
秋田県民です。しかし、この“那小屋”という苗
字は珍しく、全国でもうちの家系しかいないそう
です。なので“那小屋”という苗字をみかけたら
全員私の親族だと思ってください。そんな家に産
まれた私ですが、地元の秋田高校を卒業後は、全
国を転々としておりました。実家が薬局というこ
ともあり医療系の職を志していたのですが、予備
校に通うために移住した東北 6 県憧れの大都会

“仙台”は田舎者の私にとって魅力的過ぎ、勉強
もせずに遊び呆けてしまいました。その結果、医
療系をあきらめ、金沢大学理学部に入学したわけ
ですが、これがまた自分には全く合わず 1 年足ら
ずで中退してしまいます。仙台に戻り今度こそは
と真面目に勉強し、なんとか入学した先が北海道
大学歯学部でした。大学ではバトミントン部に所
属し、学業との両立を目指し日々鍛錬しておりま
したと言えればかっこいいのですが、残念ながら
そんな生活は一切送っておりません。このご時世
あまり大きな声では言えないのですが、まずよく
酒を飲みました。16時15分に授業が終わるのです
が、終わったとたん爆チャリし16時30分にはアジ
ア最北の大歓楽街・すすきの（映画『探偵は
BARにいる』から引用、大泉洋がナレーション
で言っていました）に到着（早めにお店に入ると
安いんです）、夜中まで梯子酒。今思えば若さが
為せる技ですが、同期と過ごした楽しい時間はか
けがえのない思い出です。

北海道は美味しいものが沢山あります。ジンギ
スカン、ホッケ、ラーサラ、花まるの寿司など数
えきれない程おすすめのものがあります。そんな
環境で生活を送った影響もあり飲み食いが非常に
好きな私は、病棟実習で口腔癌術後の摂食嚥下障
害患者さんを初めて目の当たりにした際に衝撃を
覚えたのを今でも鮮明に覚えています。“食べる
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ことができない”患者さんがいる、しかも歯科の
患者さんでいる。それ以来、私は口腔全体を“機
能的”に見ることができる『摂食嚥下リハビリ
テーション』という学問に非常に興味を抱きまし
た。北大病院で臨床研修を終了した私は、口腔関
連疾患以外が誘因となる摂食嚥下障害を学びたい
と思い、昭和大学歯学部口腔リハビリテーション
医学部門に大学院生として入局。研究のため配属
された口腔生理学教室での研究生活があったおか
げで私は臨床と研究を両立できる機会を求めて大
学院終了後、新潟大学へ入職しました。新潟大学
へ入職してはや 5年近く経ちますが、この 5年間
は同じ志を持つ仲間たちと切磋琢磨し、とても密
度の高い充実した日々を送っています。

私は全国を転々としておりますが、今が一番心
地良いです。新潟大学歯学部、摂食嚥下リハビリ
テーション学分野への発展に少しでも貢献できる
よう日々邁進していく所存です。今後ともよろし
くお願い致します。

❀

摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野

吉　原　　　翠

助教に就任して

2021年 4 月 1 日付で摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野の助教を拝命いたしました吉原翠（よし
はら　みどり）と申します。このたび「素顔拝見」
執筆の機会をいただきましたので、自己紹介と近
況を述べさせていただきます。

出身は新潟県下越地方に位置する新発田市で
す。読みづらいですが「しばた」と読みます。

新潟大学歯学部歯学科に45期生として入学し、
卒業後は本学研修プログラムAコースの歯科総合
診療部での臨床研修を経て、本学大学院に進学し

ました。大学院では摂食嚥下リハビリテーション
学分野の井上誠教授・辻村恭憲准教授のご指導の
もとで、「咽喉頭酸逆流によるTRPV 1 の持続的
活性化およびそれに伴う機械刺激誘発性嚥下の変
調」について研究を行い、現在も関連した研究を
継続しています。

TRPV 1 は、熱刺激に応答する温度感受性イオ
ンチャネルの一つであり、温度刺激の他、カプサ
イシンの辛味刺激や酸刺激・痛み刺激を受容する
性質が知られています。今年のノーベル生理学賞
受賞者はこのTRPV 1を発見したDavid Julius教授
と、機械刺激を受容するイオンチャネルPiezo 1・
Piezo 2 を発見したArdem Patapoutian教授で
した。彼らの発見から温度・疼痛・圧力を感じる
メカニズムについて飛躍的に研究が進み、慢性疼
痛の治療等の臨床にも役立てられています。

大学院生の時には訳も分からず始まった研究で
したが、このような基礎的な発見を経て、自分の
学位研究を含めた数々の実験が、そしてその先に
臨床が成り立っているのだと思うと、微力ながら
研究に携わる身として、非常に感慨深いものがご
ざいます。

最近の出来事としては、2021年 8 月に日本学術
振興会の海外特別研究員に採択されました。来年
度以降に渡航の予定ではありますが、世界的な
COVID-19感染拡大の影響を受け、出発時期は決
まっておりません。場所は以前に当分野の辻村恭
憲准教授が留学されていた、ジョンズホプキンス
大学のAsthma & Allergy Centerの予定です。
大学があるのはメリーランド州のボルチモアとい
う街ですが、留学経験のある先生方のお話では、
なかなか治安が悪い地域ということです。生まれ
てこの方新潟県下越地方以外で暮らしたことがな
い人間が、アメリカで無事にサバイバルできるだ
ろうかと不安を感じることもございますが、研究
のみならず多くの面で成長できる機会と信じ、励
んでまいりたいと存じます。

最後に、未熟者ではございますが歯学部の発展
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に貢献できるように精一杯務めさせていただきま
すので、今後ともご指導ご鞭撻の程何卒よろしく
お願いいたします。

❀

口腔生命福祉学講座

松　本　明日香

本年 4 月 1日付で口腔生命福祉学講座の助教を
拝命いたしました松本明日香と申します。

この度、素顔拝見の執筆の機会を頂きましたの
で、この場をお借りして自己紹介させていただき
ます。

出身は五泉市（旧村松町）で、高校までは田ん
ぼと山の景色の中で育ちました。本が好きだった
ので、高校卒業後は早稲田大学文学部に進学し、
日本文学（主に近代）を勉強し、社会人となりま
した。そして30歳を目前に控え、「なにか資格で
も取ろう」と思い立ち、新潟市西区の明倫短期大
学歯科衛生士学科に社会人入学しました。それま
では本一辺倒な生活でしたが、10歳も年の離れた
同級生と一緒にまったく畑違いの歯科衛生士の勉
強をするのはとても新鮮でした。

そして短大卒業後、もう少し勉強してみようと
思い、口腔生命福祉学科に編入しました。新たに
福祉の勉強と、 4年次には臨床実習も加わって忙
しい学生生活でしたが、仲間や先生に恵まれ、充
実した学生生活を送ることができました。卒業後
は大学院に進学し研究を進める傍ら、未就学児対
象の療育教室に勤務し、発達障害のお子さんの療
育支援に携わりました。音楽や手遊び、体を動か
す遊びなどを通して、お友達とのかかわり方や集
団生活でのルールを身に着けられるように支援を
行っていました。日々子どもたちと追いかけっこ
をしたり、お散歩に出かけたりするので、インド
アな私にとっては、これまでの生活で一番体を動
かす毎日でした。そんな風に日々一緒に過ごして
いた子どもたちを小学校に送り出すことができた

のは、とてもいい思い出です。
療育教室を家庭の都合で退職したのちは、雪国

新潟県から南国沖縄県に引っ越しました。沖縄で
は、市役所の障害福祉課に相談員として勤務し、
いろいろな年代の方の相談支援に従事しました。
新潟から引っ越した身にとっては、沖縄の暑さや
風習に戸惑うことも多かったのですが、市役所の
相談員の同僚たちに助けられ、新しい仕事の中で
障害福祉を学ぶことができました。

そしてご縁があり、本年 4月から口腔生命福祉
学科の助教として大学に戻り、現在に至ります。
学部生のころからお世話になっております講座の
先生方にご指導いただき、 4月からは通所福祉施
設の知的障害者の方々を対象に、よりよい歯科保
健指導ができないかと模索しています。これまで
学んできた歯科衛生と福祉という分野横断的な研
究ができ、忙しくも充実した毎日を過ごすことが
できています。この恵まれた環境で仕事ができる
ことに感謝しています。今後は歯学部や口腔生命
福祉学講座の発展に貢献できるよう努力してまい
ります。どうぞご指導の程よろしくお願いいたし
ます。

❀

生体組織再生工学分野

鈴　木　絢　子

2021年 4 月より高度口腔機能教育研究センター
の特任助教を拝命致しました、鈴木絢子です。素
顔拝見執筆の機会を頂きましたので、この場をお
借りして簡単に自己紹介をさせていただきます。

私は、新潟県五泉市の出身で、水が綺麗で、山
と田んぼに囲まれた自然豊かな地に生まれまし
た。小学校の登下校には公園や林があり、木登り
したり、お花を摘んで帰ったり、下校時間をとっ
くに過ぎているのに帰宅しないため、母はよく心
配していました。中学生になっても、毎日部活と
生徒会活動に明け暮れ、夏場は川に行けば友達が
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いたので、部活帰りに川で遊んで帰り、冬場は授
業返上で雪遊びと、常に自然と触れ合い成長して
きました。このような環境で育ったことで、好奇
心旺盛で細かいことは気にしない性格になりまし
た。

中高生頃からすでに、好きなことはとことん追
求し、嫌なことはできたらやりたくない…という
偏ったところもあり、理系科目は得意だったこと
から、高校生時代は研究職もいいなぁ、なんて夢
をみたこともありました。父は進路についてよく
相談に乗ってくれて、「女性は結婚や出産もあり、
資格はあったほうが生きやすい」という考えや、
歯科医師であり薬剤師である父の経験と私の興味
から、薬学部と歯学部を目指しました。

結果的に歯学部を選択し、大学院から新潟大学
小児歯科学分野に入局しました。もともと子供が
好きだったからこそ、「歯医者は子供から嫌われ
る職業かぁ…」と小児歯科を何となく敬遠してい
た頃もありました。しかし、入局後は考えを改
め、「子供も一緒に楽しめる歯科治療を行う」こ
とが私の中で目標となり、2015年より 6年間、小
児歯科学分野にて臨床を行っておりました。小児
や障がいを持つ患者さんとの治療は体力も精神力
も消耗しますが、それ以上に楽しさややりがい、
治療への情熱が勝り、私には合っていたんだなぁ
とつくづく感じております。

それと同時に大学院では生体組織再生工学分野
を専攻し、泉健次教授のもと、新規培養口腔粘膜
の開発の研究を行っておりました。高校生の時に
一瞬夢見た研究をまさか歯科医師になってから行
うとは思っておらず、当初は右も左も分からない
状態でした。しかしながら、大学院で研究を進め
ていくうちに、どんどん深みにはまっていき、結
果が出た時の何とも言えない興奮、アドレナリン
が出る感覚は経験しないと分からないものだと思
います。大学院卒業後も臨床の傍ら研究を継続
し、今年度は研究メインで活動を続けておりま
す。

私生活では、結婚後 5年が経過しますが、よう
やく子を授かることができ、執筆時（2021年12月
時点）で妊娠 8か月となります。掲載される頃は
すでに生まれているのでは？と思いますが、今は

不安も楽しみも入り混じった気持ちです。もとも
と食べることが大好きでしたが、妊娠してからよ
り一層、食に対しての執着が強くなったような気
がします（食事の制限や食べてはいけないものな
どもあることからでしょうか）。お米マイスター
厳選のお米やご飯のおつまみのお取り寄せ、パン
作り、パエリア作り、お菓子作り…。意外となん
でも手作りできることに気づき、料理は良い気分
転換になっている気がします。きっと出産後は育
児に追われてこんな余裕はなくなるんだろうなと
思い、今のうちに好きなことをやっておこうとい
う気持ちもありますが、子供が大きくなったら一
緒にお菓子作りしないなぁなんて妄想を膨らませ
ております。

拙い文章ではありましたが、お付き合いいただ
きありがとうございました。新潟大学歯学部や再
生医療分野において貢献できるよう精進してまい
りますので、今後ともよろしくお願い致します。

❀

高度口腔機能教育研究セン
ター

日　吉　　　巧

令和 3年 4月 1日付で高度口腔機能教育研究セ
ンターの特任助教を拝命いたしました、日吉巧

（ひよしたくみ）と申します。この度、「素顔拝見」
のお話をいただきましたので、この場をお借りし
て自己紹介いたします。

出身はいわゆる下町と呼ばれる東京都北区で
す。子供の頃は、犬や金魚、インコといった一般
的なペットから、カタツムリや蝶、カエルやダン
ゴムシといった特殊なペットを十数種類飼育する
など、生き物が大好きな少年でした。また、祖父
が静岡で漁業権を持ち、海に潜って魚を銛で突い
たり、タコを素手でつかんだり、岩にへばりつい
たアワビを素手で引きちぎるなどの奇行が大好き
で、親を心配させることの多い子供だったと思い
ます。その反動か、今では虫に全く触れられなく
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なり、極端な生き物好きが子供に遺伝しないこと
を祈るばかりです。

中学・高校は駅伝で有名な東洋大学の付属校に
通っておりました。どちらも男子校であったた
め、のびのびとしながらも、むさくるしい環境に
青春時代のすべてをささげました。六年間硬式テ
ニスに打ち込み、一度だけ大会で入賞することも
できました。一方で、黄色い声援を受ける相手
に、試合結果以前の敗北感を覚えることも多かっ
たです。そんな母校は今では跡形もなく取り壊さ
れてしまい、きれいな男女共学の校舎へと変貌を
遂げたため、後輩には恨めしさを持っています。

高校卒業後は、歯科医師である父親の背中にあ
こがれ、46期生として本学歯学部に入学しまし
た。11年前の受験当日は市内に81センチの記録的
な大雪が降っており、とんでもない大学を受験し
てしまったと後悔したことを覚えています。大学
生活での一番の収穫は、 1年の夏に付き合い始め
た現在の妻と出会えたことです。付き合い始めの
頃は、たくさんの先輩に必ず別れるだろうとの予
言をいただきました。当時はなんてひどいことを
言う人達だろうと思いましたが、確かに歯学部内
の狭い世界では、付き合い続けるカップルはほぼ
なく、結婚まで至ったのは奇跡と思っておりま
す。今では可愛い娘（虫好き）を一人授かり、慣
れない子育てに奮闘する毎日を送っています。

もともとは父の医院を継ぎ、臨床的な歯科医師
となる以外の選択肢は考えておりませんでした
が、六年生の臨床実習の際に、多部田教授にお声
がけいただき、歯周診断・再建学分野にて大学院
生となりました。研究は微生物感染症学分野の寺
尾教授・土門准教授のご指導の下で行い、研究者
としてのイロハを教えていただきました。その後
も様々な良いご縁を、そして多くの支援をいただ
いて、現在の立場があることに心から感謝してお
ります。
最後となりますが、新潟大学歯学部の発展に寄

与できるよう、日々研鑽を積んでまいりたいと考
えております。至らぬ点も多々あるかと存じます
が、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

❀

う蝕学分野

永　田　量　子

2021年 4 月 1 日付で歯の診療科の助教を拝命い
たしました、永田量子と申します。この度、素顔
拝見執筆の機会をいただきましたので、この場を
お借りして、自己紹介等をさせていただきたいと
思います。

私は、群馬県太田市の生まれで、高校まで実家
で過ごしておりました。大学進学は一度東京の美
術大学に進学し、そこで 4年間ひたすらデザイン
や絵画、陶芸や金工など多岐にわたる製作活動に
勤しんでおりました。美術の教師免許も取り、こ
のまま就職かなと思っていましたが、大学 4 年の
夏ころにふと、この技術は歯科に活かせるのでは
と思い、新潟の日本歯科大学に入学を決意し、新
潟に参りました。第 2の大学受験を許してくれた
両親には本当に感謝しております。

大学卒業後は新潟大学医歯学総合病院で研修さ
せていただき、そのまま新潟大学大学院に進学さ
せていただきました。もともと、エンド分野にと
ても興味があり、大学院ではう蝕学分野を専攻
し、野杁教授の元でう蝕治療やう蝕病原細菌に関
する知見を深めさせていただきました。大学院在
学中は胃がんでお馴染みのHelicobacter pylori

（ピロリ菌）に関する研究を主に行い、ピロリ菌
は以外と歯科分野と関係があることに驚きを感じ
ました。ピロリ菌の培養は癖があってなかなか最
初は失敗しましたが、今では、ピロリ菌培養の高
みに登りつつあるかもしれません。現在は、口腔
と胃のピロリ菌がどのように関係してくるのかを
研究中です。

趣味は、絵を描くことはもちろんなのですが、
昔から山での魚釣りが好きで（群馬は海がないか
ら…）、最近は阿賀野市や胎内市などに釣りに行
くのが楽しいです。釣りに行って、つれた魚をそ
の場で焼いて食べるのは最高です。また、基本的
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に暑い時期に行くので汗をかいて、運動した！と
気持ちよくなれるのがまたいいですね。岩魚や山
女は特に美味しくて、釣るのに頑張った甲斐が
あったな～とか、山は気持ち良いな～と感動でき
ます。早く新型コロナウイルス収束しないかな
…。また、全く方向が違うのですが、半年ほど前
に趣味用のPCを購入し、ほぼ毎日いじくってい
ます。予想以上に面白いもので、もっと早く買え
ばよかった…と後悔しています。ただ、ずっとデ
ザインを描くためにMacを使用していたため、

Windowsの操作に慣れなくて、探したいファイ
ルが行方不明になることもしばしばです。冬は雪
で外に出られないから、PCで遊ぶぞと今から意
気込んでいる次第です。

最後になりましたが、群馬、東京に並ぶ第 3 の
故郷になっている新潟です。現在進行形で体験し
ているこの環境は 2 度と得られないものですの
で、貢献という形で新潟に少しずつお返しできた
らと考えている次第です。

今後ともどうぞよろしくおねがいいたします。
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lion times for his generosity, along with all 
the kindness I received from my seniors, 
project advisor, teachers, professors and 
all the Japanese people around me. Even 
though there are a lot of difficult process-
es, paperwork, etc., although there’s a lan-
guage barrier, I ensure you that everyone 
here is willing to help you no matter what it 
is. Please always keep in mind that you do 
not have to solve any kind of problem alone.

Another thing that I think you’d be sur-
prised about living in Niigata if you’re from 
any of the tropical countries like me, is Ni-
igata’s weather. Here in Niigata, even 
though we’re living in the central area, 
which is not a mountainous geography like 
the boundaries of Niigata prefecture, the 
weather is not only pretty variable, yet also 
extreme. Last year, I experienced a strong 
snow storm, icy footpaths, and electrostat-
ic shock during the whole time of winter. 

Introduction to international students’ 
lives in Niigata

Department of Periodontology
　Kridtapat Sirisereephap (Joke)

留 学 生 紹 介

I have fled from Thailand and stayed in 
Niigata for almost a year now at the time 
I’m writing this article. During the whole 
time, I’m usually questioned about what 
it’s like to be an international student in Ja-
pan? Any recommendations for new inter-
national students? Indeed, a lot of stories 
happened during this time, and I must ad-
mit that I need a lot of space to depict 
them in a clear picture.

To begin with, the hardest thing I could 
imagine about living here is the process of 
settling down. Here in Niigata, there are a 
lot of procedures for international students 
to settle down at the beginning of their 
lives here. Several processes, like going to 
the ward office to inform them of your ad-
dress, applying for national insurance, tax 
exemption. Likewise, opening a bank ac-
count and registering for a mobile SIM 
card, all those mentioned above require 
Japanese language skills to communicate 
and write the details as well. Luckily, there’s 
a system that provides all international 
students with a system that provides a tu-
tor to help you with all the required pro-
cesses. My tutor is the senior dentist in 
the same department with me. My life 
would be much more difficult if there were 
no such thing as a good system and a 
good tutor like him. I must thank him a mil-
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Whereas in the summer, the temperature 
can reach about 35 degrees Celsius, which 
is worse than the actual number consider-
ing the factor of high humidity of seashore 
geography, making it feel like 40 degrees 
Celsius on some days. All of these things 
make it really easy for you to get sick. Keep 
in mind that the important thing whilst 
you’re living here is the health of your phys-
ical body and mental health as well. Please 
stay healthy, like the first day you were en-
riched and delighted by Niigata’s beautiful 
scenery that you might have seen through 
the Shinkansen window.

Because Japanese language skills are 
valued in everyday life in Niigata, I strongly 
advise all international students to enroll in 
a Japanese language class and/or partici-
pate in cultural activities as much as pos-
sible. For example, at the Crosspal Niigata, 
I have been studying Japanese language 
classes and sometimes I have received 
great opportunities to attend their cultural 

activities, such as, 浴衣で街歩き, which is 
an activity designed to give you an experi-
ence of wearing Yukata and stroll around 
the Furumachi of Niigata with the guide in 
Japanese / English narrative. This beauti-
ful area of Niigata has such a long history 
and such a charming culture reflected 
through the architecture, national gar-
ments, and delicate Niigata cuisine. I do 
really enjoy learning new things regarding 
this unique culture, and I think it’s worth-
while for any one of you to dive into Japa-
nese culture in the time you spend here as 
well.

Even though it’s quite considered a short 
time for the time I’ve just spent here, I 
might not be a perfect representative of all 
the international students living here, yet I 
feel delighted to have received a chance to 
write this article. However, I only want you 
all to keep reminding yourself of the goals 
you had set before living here. Up to this 
point, and for around 3 years from now, my 
goals still include trying my best to broad-
en my specific-field knowledge obtained 
from all teachers and seniors as much as I 
can. Nevertheless, I also set a goal of 
studying Japanese language in order to 
communicate with Japanese people seam-
lessly. One thing, which has been told by 
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all of our faculty’s international graduates 
during their time here, is to balance your 
work-life balance properly and to enjoy your 
Niigata life in many aspects as much as 
possible in order not to regret your time 
spending here. There is a splendid speech 
conveyed by an amazing, pretty Filipino se-
nior from the department of surgery, An-
drea, at the graduation party before she 
had to leave Niigata after her graduation. 
I’ll pass through her amazing speech here 
and hope to see all the new international 
students enjoying their lives in Niigata like 
she did.

“I hope that once the time of your turn 
arrives, you’ll realize all the precious mo-
ments you’ll have spent here, and you’ll be 
able to proudly tell yourself and others that, 
once in a lifetime moment, Niigata was my 
home.” - Andrea Rei Salazar, 2021.
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My Adventurous Journey: 
from Golden Land to Land of Sakura

Division of Preventive Dentistry　Tin Zar Tun

Hello everyone! Greet-
ings from Niigata!

I am Tin Zar Tun, from 
Myanmar. But here in 
Niigata, you can call 
me Tina as of conve-
nience. My hometown 

is Yangon (formerly known as Rangoon), 
the former capital city and the largest city 
of Myanmar.

Myanmar (once designated as Burma), a 
southeast Asian nation with major 8-ethnic 
groups and more than 100 small ethnic 
groups, is bordered by India, Bangladesh, 
China, Laos, and Thailand. The majority of 
Myanmar people are Buddhists amidst with 
other religions. There is a tropical/subtrop-
ical climate with only 3-seasons in Myan-
mar, the utmost difference with japan.

In 2011, I graduated (B.D.S.) from the Uni-
versity of Dental Medicine, Yangon. I served 
as a general dental officer in 500-bedded 
Pathein General Hospital, Ayeyarwaddy Di-
vision, Myanmar, for 2-year. After clinical 
practice, I have a chance to serve as a 
demonstrator in the Department of Preven-
tive and Community Dentistry, University 
of Dental Medicine, Yangon. I received a 
master’s degree (M.D.Sc) specializing in 
Paediatric Dentistry in 2017 and continued 
working as an Assistant Lecturer in the 
Department of Paediatric Dentistry in the 
same university.

As Japan is one of the leading countries 

that conducted scientific researches, my 
Professor Sun Sun Win introduced me to 
the Japanese Government Monbukaga-
kusho: MEXT Scholarship Program by the 
end of 2018. That is the moment I made up 
my mind to study in Japan for my future 
study regardless of Language and cultural 
differences. After nearly 2-years, I had an 
opportunity to stay and learn here at the 
WHO-CC (World Health Organization Col-
laborating Centres), the division of Preven-
tive Dentistry, Niigata University.

I could learn intensive Japanese courses 
online from my country before I had a 
chance to come to Niigata because of the 
Covid-19 incidence. Moreover, I studied 
some private Basic Japanese Courses in 
Myanmar for improving interpersonal com-
munication in Japan.

It was on 5th December 2020 that I was 
here in Japan for the first time. According 
to the middle of the peak of the Covid-19 
era, I had to stay 14 days quarantine in Na-
rita Mystays hotel. After the quarantine pe-
riod, my destination to Niigata was arrived 
by Shinkansen from Tokyo on 20th Decem-
ber 2020. As soon as I arrived at the Niigata 
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station, Prof. Ogawa and his wife picked 
me up and treated lunch to me, a 
heart-warming introduction of Niigata that 
swiped away my anxiety and worries. More-
over, there was a snow that I would eagerly 
attract by since my childhood, welcoming 
me, as I have not been experiencing in 
touch of snow.

As our department is WHO-CC, a chance 
to work with an international organization, 
like WHO, FDI, hit me. Indeed, the contin-
gency of several epidemiological types of 
research and has come in contact with me.

Under the guidance of the Professor, I 
participated in a bunch of events that could 
fulfill my adventurous desire, as in COP 26 
(26th United Nations Climate Change Con-
ference).

From my point of view, I have to admit 
that Japan has a lot of beautiful places 
amidst rich in traditional cultures that 
could attract a bunch of foreign people. It 
is enchanting to see many Japanese young 
people wearing traditional clothing in vari-
ous traditional festivals and ceremonies.

To date, I participated in Yukata festi-
vals, and enjoyed wearing Yukata.

In addition, I can experience skiing and 

ice skating here, which I was longing for a 
long time ago.

In Japan, there are different breathtaking 
scenarios in every season, mainly colorful 
seasonal flowers. By visiting Echigo Hill-
side Park, I can witness Japan has charm-
ing attractions over me.  Moreover, it pos-
sesses abundant beautifully fascinating 
attractions to go around to feel nature. I 
have been to Sado Island, one of the fa-
mous tourist attractions of Niigata in last 
summer with my friends from other coun-
tries.

Apart from the above new experiences, 
the new inspiration is, I can broaden up my 
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society to an international level. I am grate-
ful to be here because of my kind friends: 
from different countries with various back-
grounds.

For those who stay away from home, it is 
such a tight condition that we are out of 
our comfort zone, struggling to be familiar 
with different weather, cultures, and diffi-
culties in communications. I cannot entire-
ly say that my research journey here is as 
flat as a pancake. Nonetheless, with the 
homely support and encouragement from 
Professors, teachers, friends, colleagues, 
and staff from Niigata University, I can 
overcome those obstacles. Finally, I would 
be very excited to learn and travel around 
Japan, and I am sure that those enthusi-
asms would never end.
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Embracing silver linings

Division of Comprehensive Prosthodontics
　Ma. Therese Blanche Sta. Maria

The year 2020 was off to a bad start. Some 
people said that it was not the year to get 
everything you want, but the year to appre-
ciate everything you have. Well, not in my 
case though, because in 2020 I was able to 
get what I want and still appreciate what I 
have. I was lucky enough to be given the 
opportunity to study in Japan. I remember 
praying fervently on a soul-searching hik-
ing trip in 2019 about my plans of living and 
studying in Japan. But then COVID-19 hap-
pened, and everything went gray. I felt my 
world crumbled in an instant, while dark 
clouds loomed over my head. Until one day, 
I saw some light peeking over the dark gray 
clouds. The pandemic was not yet over but 
the world slowly got back up on its feet. 
And just like a blink of an eye, I found my-
self living in the Ghibli world.

My name is Ma. Therese Blanche Ortiz 
Sta. Maria. Okay, I know what you’re think-
ing, my name is way too long. Well, you can 
call me “Mari” for short. I was born and 
raised in the Philippines. I must say, Filipi-
nos are very resilient. We don’t let the bad 
things overcome us. We look way past be-
yond the challenges and see the brighter 
side in every situation. Have you ever heard 
about the idiom, “every cloud has a silver 
lining?” It means that, whenever there is a 
bad situation (cloud), there is always a 
positive side to it (silver lining). Why am I 
telling you this? Because from the past 
year, I have embraced a lot of silver linings. 
And I will be telling you tons of it.

Before I moved to Japan, I belonged to 
my Manila Central University (MCU) family. 
I earned the degree of Doctor of Dental 
Medicine from Centro Escolar University, 
Manila in March 2013, and passed the May 
2013 Dentist Licensure Examination. Since I 
am the youngest faculty member in MCU, 
College of Dentistry, I was able to learn a 
lot from my colleagues through the years. 
My beloved Department of Prosthodontics 
has enriched my clinical and teaching 
skills. MCU has developed me to become 
the person I am now, and I owe this oppor-
tunity to them especially to my Dean, Dr. 
Ma. Cristina Aurea Garcia. I even remember 
crying in front of her because she asked 
me the question, “how do you see yourself 
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5 years from now,” and I froze because I 
couldn’t see myself in anything. I just real-
ized now that maybe the reason why I 
couldn’t see myself in anything because 
the view was covered in snow. Also, I don’t 
want to take up my master’s degree, but 
because she pushed me to do it, I was 
lucky enough to be given the opportunity 
to study in Niigata University. Another sil-
ver lining well-embraced.

I started my journey as a PhD student in 
the Division of Comprehensive Prostho-
dontics led by Professor Takahiro Ono, with 
my Indonesian friend and research buddy, 
Pinta. We were able to experience videoen-
doscopy as a clinician and as a patient 
with the guidance of Jin Magara Sensei, 
observe videofluorography with Takanori 

Tsujimura Sensei, and assist in numerous 
experiments inside and outside Niigata 
University. And you know, I realized that 
the best thing about doing research, is 
that it takes you to other places, may it be 
for experiments or for presentations. It 
changed the way I looked at the world, and 
it opened up my mind about so many pos-
sibilities and future opportunities.

It was not so long ago when I barely un-
derstood the concept of the different pos-
sible statistical analyses. We were on the 
brink of exhaustion looking over the num-
bers in SPSS when yet again, I saw anoth-
er silver lining. Because we pushed way 
past it, Pinta and I were able to start writ-
ing our own papers within a short period of 
time. I was even able to present my paper 
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in the Annual Scientific Meeting of Japan 
Prosthodontic Society Kan-etsu branch 
last November 7, 2021. This would not have 
been possible without the mentorship and 
guidance from Yoko Hasegawa Sensei, Ka-
zuhiro Hori Sensei, Professor Takahiro Ono 
and our 1hotetsu family.

When I was introduced to them for the 
first time during the department meeting, 
it was cold and windy outside, but I felt the 
warmest greetings they gave me. We are 
really lucky to be a part of this division, be-
cause everyone genuinely helps us in any 
way they can even if it’s something unre-
lated to PhD life. Settling in Niigata during 
winter was the hardest part, but with their 
help, it became easier to adjust.

I have been in Japan for more than a year 
now, but I can still vividly remember the 
first day I came to Niigata. As I rode the 
Shinkansen from Tokyo, the view from the 
window changed from blue skies and sky-
scrapers to everything covered in white. 
The intro song of “Game of Thrones” sud-
denly played in my mind while the cold shiv-
ered down my spine. Feeling a little bit ex-
cited, I thought to myself, “winter has 
come.” When I arrived, it was in between 
14:00 to 15:00, but the sky was cloudy, dark, 

and gloomy, and the wind was blowing me 
like crazy.

Coming from a very tropical country with 
28-32 C temperature, the kid in me danced 
for joy when I experienced the first snow 
fall. I was out with my “ate”, Andrea, wait-
ing at the bus stop when my world played 
in slow motion. Little streaks of white filled 
the running cars and the streets started 
turning white. Little did I know that it was 
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going to be the toughest challenge I have 
to overcome. I was not prepared to be liv-
ing alone, especially in an excruciatingly 
cold place like Niigata. Luckily, I have the 
best Senpais in the world. My “ates” (The 
Filipino way of saying older sister), Andrea 
and Simonne, taught me everything I need 
to know, the places I need to go to, the 
things I need to buy, the food I must try, to 
be happy even when it’s gloomy, and most 
of all, to enjoy what life has to offer. I have 
never felt sad and lonely because ate An-
drea was always there, like my happy pill.

The only things I miss are my mom’s 
homecooked food, Jollibee, my sister wak-
ing me up in the morning, and the bear 

hugs from my dogs. Even though ate An-
drea has gone back home, I know I can sur-
vive three more years because I have made 
new friends and acquired a new family. 
Luckily, I have Tina, Quang and Pinta to 
guide me where to go, literally and figura-
tively, because I always get lost easily 
(^_^). I know they will pull me out when the 
dark gray clouds above my head had en-
gulfed me.

And as the pandemic loom over with new 
mutations, we must be strong enough to 
withstand the challenges that may try to 
knock us down in the future and embrace 
its silver linings.
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培養口腔粘膜上皮細胞の移動速度と細胞増殖能は相関する
生体組織再生工学分野　泉　　　健　次

歯学部ニュース初の試みとして“論文紹介”と
いう稿を執筆させて頂くことになりました。依頼
を頂いた時真っ先に思い浮かんだものがありま
す。ご存知の方も多いと思いますが、ライフサイ
エンス「新着論文レビュー、First Author’s」と
いうDBCLS から発信・公開されていた、トッ
プジャーナルに掲載された日本人著者の生命科学
分野の論文について、著者自身の執筆により専門
分野の異なる生命科学研究者にむけた日本語レ
ビューでした。Web上に無料で公開されていて、
だれでも自由に閲覧・利用できました。残念なが
ら2019年で更新終了となりましたが、2010年に始
まったこのサイトで読んだ論文に刺激を受け、自
分自身の実験の参考にしたこともありました。似
たようなの形式でレビュー致します。

干川絵美・泉健次（歯周診断・再建学分野、生体
組織再生工学分野）
Doi: 10.1038/s41598-021-89073-y.

要約
物体の追跡や動きの推定などに汎用されるオプ

ティカルフロー（OF）という画像解析技術で、
口の粘膜の培養上皮（歯肉）細胞の運動能（移動
速度）が顕微鏡下で容易に算出できることがわ

かったので、細胞の移動速度を調べたところ、細
胞増殖能と正の相関があることや、上皮再生能も
予測可能であることもわかりました。

はじめに
再生医療は従来の外科的手法や医薬品では治療

が困難な臓器の損傷や疾病などを治療できると考
えられ、国民のだれもが享受できる治療手段とし
てさらなる普及が期待されています。再生医療を
担う細胞で構成される製品には高い品質管理基準
が求められ、製造工程中や最終製品の品質を評価
することが重要です。ただ、課題としてナマモノ
である細胞をどのように評価するかが挙げられま
す。課題克服のために近年盛んに導入されている
のが画像解析技術です。画像解析は非破壊検査な
ので、検査した細胞を廃棄することなく品質評価
が可能となり、その細胞を移植できます本研究グ
ループも、画像解析のみから判定可能な細胞品質
評価システムの開発を目指してきました。

1  ．オプティカルフロー（OF）で細胞移動速度
を測る
タイムラプス顕微鏡で撮影した画像をつなぎあ

わせて動画を作成し、細胞挙動を解析するために
OFというアルゴリズムを利用したところ、細胞

論文紹介

図 1 　 OF解析により、移動速度が速い細胞が撮影されている画像（左）では、遅い細胞の画像（右）より細胞
の移動速度を示す矢印が長く示されます
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の移動速度（運動能）に関する情報を定量的な数
値であらわすことができました（図 1）。

2 ．移動速度の速い細胞は、よく増える
培養口腔粘膜上皮細胞を再生医療に用いる際の

基本的特性である細胞増殖能と移動速度を分析し
た結果、相関関係があることを見出しました

（図 2 ）。

3 ．細胞の移動速度で上皮再生も予測できる
細胞の移動速度によって、口腔粘膜上皮細胞が

再生する能力も予測できるかを調べるため、わざ
と細胞を栄養不足にして実験しました。栄養不足
の細胞は移動速度が遅くなり、再生上皮は貧弱
だったことで、移動速度から上皮再生能も予測で
きることがわかりました。

おわりに
OFを用いた解析技術は細胞の“質／能力”を

非侵襲的に、つまり細胞を傷つけることなく、技
術者の目利きに頼らずに判別するツールとして使
えることがわかったことから、細胞増殖能は移動
速度を指標とすることで客観的に評価できること
が明らかになりました。

この技術を他の種類の培養細胞にも応用するこ
とで、非侵襲的かつ定量的に細胞品質評価を行え
るツールとして再生医療の発展に寄与することが
期待されます。

2020年度に歯学部在籍者がFirst Authorと
なっている国際誌での発行論文数は174でした。
この記事が論文発行数の増加に少しでも寄与する
ことができたら幸いです。

最後に、本研究に多大なるご貢献を賜りまし
た、本学超域研究機構の佐藤大祐先生に心より感
謝申し上げます。

Cells / colony motion of oral keratinocytes 
determined by non-invasive and quantitative 
measurement using optical flow predicts 
epithelial regenerative capacity

Emi Hoshikawa, Taisuke Sato, Kenta 
Haga, Ayako Suzuki, Ryota Kobayashi, 
Koichi Tabeta, Kenji Izumi

Sci Rep. 2021 May 17;11（1）:10403.

図 2 　移動速度が速い細胞ほど、細胞増殖能が高いことが示されています
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日本歯科保存学会学術賞

日本歯科保存学会学術賞受賞報告

う蝕学分野　竹　中　彰　治

学 会 受 賞 報 告学 会 受 賞 報 告

この度、日本歯科保存学会学術賞を受賞しまし
たので、ご報告いたします。

学術賞は、歯科保存学に関する一連の研究に対
する 5 編の原著論文を対象に審査されます。提出
論文は、ビザンチンという糖脂質によるデンタル
バイオフィルムの剥離効果の検証と、作用機序の
解明を目指した研究です。ビザンチンは、単一の
化合物として免疫活性化作用を示す糖脂質トレハ
ロース-6, 6-ジコリノミコレートをリード化合物
として、京都薬科大学の小田真隆教授と徳島文理
大学の山本博文教授により創製された糖脂質で
す。免疫賦活剤として開発が進められている本材
料を、デンタルバイオフィルムに作用させたとこ
ろ、「殺さず、剥がす」性質があることを偶然発
見 しま し た。歯質への初期定着菌である
Streptococcus属の付着およびバイオフィルム
形成関連遺伝子の発現を抑制することで、構造が
脆弱化することがわかりました。

う蝕は、バイオフィルム感染症であり生活習慣
病です。私は「デンタルバイオフィルムとの共
存」をコンセプトに、殺菌ではなく、“口腔細菌
叢を変動させずにバイオフィルム構造を分解す

る”新しい制御戦略の開発に取り組んできまし
た。臨床応用へ向けて開発研究を進めていきま
す。最後に、研究遂行にご指導賜りました野杁由
一郎教授、ビザンチンを知るきっかけとなった小
田真隆教授、山本博文教授、論文の質の向上に多
くの助言をくださいました寺尾豊教授、土門久晢
准教授に改めて御礼申し上げます。

野杁由一郎教授（左）と筆者（右）
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今回、私たちはラットに実験的リバスクラリ
ゼーションを行うことによって、術前の根尖部組
織の残存具合が治癒形態を 4パターンに分けるこ
とを初めて明らかにしました（Scientific 
Reports, 2020, 10:20967）。本研究結果は、歯髄
壊死が生じた根未完成歯を確実に最良の治癒形
態、すなわち歯髄象牙質複合体の再生に導くため
の一助になると考えています。

今後は歯髄細胞・歯根膜細胞・上皮細胞間の相
互作用に着目し、より詳細な治癒メカニズムの解
明を行う予定です。最後になりましたが、本研究
の遂行を支えてくださった多くの方々に感謝申し
上げます。

日本歯科保存学会奨励賞

学会受賞報告

う蝕学分野　枝　並　直　樹

この度、日本歯科保存学会奨励賞を頂戴いたし
ましたのでご報告させていただきます。この賞は
歯科保存学の領域において優れた業績をあげた若
手会員を表彰するもので、今回の受賞を非常に光
栄に思っております。選考の対象となった論文は
リバスクラリゼーション（歯髄血管再生療法）に
ついて報告したものでした。近年、リバスクラリ
ゼーションは根未完成歯の新たな歯内療法として
非常に注目を集めています。この治療法では、根
尖組織からの血液で根管を満たすことにより、失
活した根未完成歯に新生歯髄様組織の形成を促す
ことができます。非常に画期的な治療法ですが、
その治癒メカニズムは不明な点が多く残されてい
ます。

野杁由一郎教授との記念写真
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が出ましたので、是非ご覧になってみてくださ
い。Comparing dental student preclinical 
self-assessment in the United States and 
Japan. J Dent Educ. 2021 Aug 26. doi : 
10.1002/jdd.12779.

最後になりましたが、ご指導くださいました
ハーバード大学歯学部大山弘枝先生、当分野の魚
島勝美教授をはじめ他共同研究者の先生方にはこ
の場をお借りして心より御礼申し上げます。今後
ともご指導の程何卒よろしくお願い申し上げま
す。

第13回日本歯科医学教育学会国際学会研究発表奨励賞

第13回日本歯科医学教育学会国際学会研究発表 
奨励賞　受賞報告

生体歯科補綴学分野　長　澤　麻沙子

この度、日本歯科医学教
育学会より光栄な賞をいた
だきましたのでご報告させ
ていただきます。この賞は
日本の歯科医学教育に関す
る研究成果を海外で開催さ
れる国際学会において発表

することにより、世界への情報発信を奨励するこ
とを目的としたもので、日本以外の国で開催され
る国際学術大会において日本の歯科医学教育に関
する優れた発表を行った者に贈られるものとなっ
ております。

今回は2021 American Dental Education 
Association (ADEA) Annual Session & 
Exhibition（アメリカ歯科医学教育学会学術大
会）にて「Comparing Dental Student Self-
Assessment in the US and Japan」と題し
たポスター発表を行い、この度の受賞となりまし
た。新型コロナウイルスの影響でWEB開催でし
たが、発表は 1時間程度ライブで行いました。時
差の関係で日本の深夜から朝方にかけて行いまし
たので、少し辛かったですが、アメリカに行かな
くても現地の方とディスカッションができました
のでとても有意義な時間を過ごせました。

本研究は文化の異なるアメリカと日本の自己評
価能力を比較することを目的としており、国際的
な傾向を理解し、ダイバーシティを考慮した学習
ニーズに注目しています。非常に興味深いデータ 表彰楯
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for Swallowing Disordersの 3 団体が設立した
World Dysphagia Summitという国際学会の場
で、そのような一側面も評価頂いたものと感じて
おります。

最後に、本研究の遂行にあたり、御指導を賜り
ました新潟大学大学院摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野の井上誠教授、協力頂きました被検者の
皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。

2nd World Dysphagia Summit, Oral presentation award

2nd World Dysphagia Summit, 
Oral presentation award 受賞報告

摂食嚥下リハビリテーション学分野　真　柄　　　仁

2nd World Dysphagia Summit（2021年 8月
20-22日、名古屋／オンラインにて開催）において、
Oral presentation awardに選出いただきまし
た。受賞演題名は、「Modulation of swallowing 
related motor evoked potentials induced by 
interferential current stimulation、干渉波刺激
に伴う嚥下運動誘発電位の変調効果」で、本受賞
内容を紹介させていただきます。

摂食嚥下障害は、脳血管障害、神経変性疾患、
頭頸部腫瘍等の疾患を背景に、運動感覚機能が障
害されることにより生じます。その障害へ対応す
るリハビリテーションとしては運動療法が基本と
なりますが、近年、電気刺激などの末梢感覚刺激
の有用性が注目されています。本研究は、電気刺
激の一つである干渉波刺激を一定時間適応するこ
とで、嚥下関連運動神経領域に有意な興奮性をも
たらしたことを、経頭蓋磁気刺激装置で評価しま
した。摂食嚥下リハビリテーションは経験的な臨
床論が先行し、その根拠が十分でないものが多
く、嚥下運動に関わる神経制御機構や、リハビリ
テーション効果の理解を深める基礎科学研究が求
められています。摂食嚥下障害の臨床、研究、教
育の発展と普及という共通の理念を持つ日本摂食
嚥下リハビリテーション学会、米国のDysphagia 
Research Society、欧州のEuropean Society 筆者は右
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んや若手研究者の先生方に基礎研究の魅力を伝え
ていくことが自分の使命であると感じています。

最後になりますが、私を研究者として育ててく
ださった恩師の朔 敬名誉教授、研究を支えてい
ただいた硬組織形態学分野の大島勇人教授および
教室員の皆様、共同研究者の先生方に心より感謝
申し上げます。

第21回 歯科基礎医学会ライオン学術賞

第21回 歯科基礎医学会ライオン学術賞　受賞報告

硬組織形態学分野　依　田　浩　子

この度、第21回（2021年度）歯科基礎医学会ラ
イオン学術賞を受賞いたしましたので、ご報告さ
せていただきます。本賞は「歯科基礎医学分野に
おいて、国際レベルの卓越した研究成果を挙げ、
歯科医学の発展・進歩に多大に寄与した功績を称
える」という主旨の学術賞で、この大変名誉ある
賞を受賞できたことは、研究者としてこの上ない
喜びです。

今回の受賞題目は「細胞内外環境による硬組織
形成細胞の分化誘導機構の解明」で、細胞内エネ
ルギー代謝の主軸である糖代謝調節や、細胞外を
取り巻く細胞外基質の改変により、歯・軟骨・骨
組織の発育が制御されるメカニズムの一端を明ら
かにすることができました。

新潟大学歯学部での本賞受賞は、前田健康教授
（第 1 回）、寺尾豊教授（第13回）に次いで 3人目
となり、本学歯学部の研究力の高さを国内外に示
すことができたことは、大変喜ばしいことと思っ
ております。基礎研究は地道な作業の連続です
が、着実に努力を積み重ねていくことで、未知の
事象を発見することができ、とてもエキサイティ
ングで魅力的な分野です。今後は学部学生の皆さ
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た、グリシン誘導ベシクルが有する免疫誘導能や
アジュバント活性といった機能性が、非誘導ベシ
クルと同等であることを示しました。この特性を
利用して、歯周病原細菌の抗原とともに大腸菌の
グリシン誘導ベシクルをマウスに接種すること
で、歯周病原細菌に対する抗体産生を顕著に誘導
することにも成功しています。

感染研の中尾龍馬先生には、本研究で大変お世
話になりました。また、学会奨励賞に推薦してい
ただきました本学寺尾豊先生や、土門久哲先生を
はじめ微生物感染症学分野の皆様に感謝申し上げ
ます。

第33回 歯科基礎医学会 学会奨励賞

第33回 歯科基礎医学会 学会奨励賞　受賞報告

微生物感染症学分野　平　山　　　悟

この度、歯科基礎医学会の学会奨励賞（微生物
学部門）を受賞いたしました。本賞は歯科基礎医
学や関連領域の研究に関する論文に贈られるもの
です。私の論文は『Glycine significantly 
enhances bacterial membrane vesicle 
production: a powerful approach for isolation 
of LPS-reduced membrane vesicles of 
probiotic Escherichia coli』というタイトル
で、細菌のメンブレンベシクルと呼ばれる膜小胞
についての研究報告であり、以前に勤めていた国
立感染症研究所で行ったものです。本研究では、
大腸菌のメンブレンベシクル産生量をグリシンに
よって顕著に増加できることを見出しました。ま
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診療支援部だより

診療支援部歯科衛生部門　坂　本　裕里子

診療支援部だより

はじめまして。診療支援部歯科衛生士の坂本裕
里子と申します。

現在、歯科衛生士は26名が在籍しています。そ
れぞれ各ブロックに分かれ業務を行っています。
入職して早くも 6 年が経ち、 3 ブロック、 5 ブ
ロックの配属を経験しました。

現在は 4 ブロックの「小児・障がい者歯科、矯
正歯科」で慌ただしい毎日を送っています。最初
は初めてのことが多く、子供は苦手だったのもあ
り、戸惑うことも多くありました。 4ブロック配
属になり、たくさんの刺激をもらい、考え方が変
化した部分があります。それは、できて当たり前
ではなく、「ひとりひとり違っていい、個性を大
事にする」ということです。何人もの患者さんと
接し、泣きながら治療を頑張り、次には泣かずに
できるようになり、できることがどんどん増え、
日々成長していく姿を目にします。そのスピード
はそれぞれ違い、みんなそれぞれ個性があり、
ゴールが違います。同じ方法は通用しない事も多
く、どう向きあって、一緒に考えて、どう伝える
か…とても難しいことですがやりがいを感じてい
ます。一緒に手をとり目標を達成する、その環境
作りすることがとても大切だと思います。ここで
は患者本人だけでなく、家族や施設の方とのコ
ミュニケーションも重要になります。患者、家
族、歯科医師、歯科衛生士がチームで日々奮闘し
ています。歯科衛生士として、口腔管理だけでな
く、患者に寄り添える存在になることが大事だと
強く感じるようになりました。そして子供は苦手
と言いながらも、なんだかんだ一緒に笑って楽し
んでいる自分が今はいます。矯正治療の患者さん
にいかに日々のケアが重要かを伝えるのも歯科衛
生士の大切な役割です。矯正治療は長期戦であ

り、ひとりひとりの患者さんに目を向け、その人
に合った方法でモチベーションを上げることは歯
科衛生士の私たちの役目だと思います。

4ブロックはスタッフも個性強めです！いい意
味でみんなお節介です♡それぞれが自分の役割を
持って、フォローし足りない部分を補っています

（私はせっかち、スパルタ担当ですかね？笑）。自
分を認めてくれ、たわいもない会話ができるこの
環境はとても恵まれていると思います。本当に先
生方、スタッフのみなさんに毎日助けられていま
す。先生方の診療がスムーズに進むように広い視
野を持ち、これからも頑張りたいと思います。

最近は毎日送られてくる甥っ子の写真や動画に
癒されています。なかなか会えないですがこれか
らの成長が楽しみです。今、色々なことが制限さ
れ苦しい毎日を送っていると思います。今この環
境だからこそできること、大切にしなければいけ
ない事があると思います。毎日アドバイスや相談
にのってくれる先輩方、くだらない私の話に付き
合ってくれる後輩には感謝しています。みなさま
今後ともよろしくお願いいたします。

4 ブロックスタッフと筆者は左
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令和 3 年度新潟歯学会第 1 回例会が 7 月10日
（土）に、第 2 回例会が11月 6 日（土）に、新潟
医療人育成センターにて開催されました。第 1回
例会では、11題の一般口演と多部田康一先生（歯
周診断・再建学分野）による教授就任講演（演題
名：歯周病学・歯周治療学の現在と展望）が行わ
れ、115名（会場77名、Zoom38名）が参加され
ました。第 2 回例会では、14演題の一般口演が行
われ、89名（会場69名、Zoom20名）が参加され
ました。座長をお引き受けいただいた先生方、演
者および参加された会員の皆様に、この場をお借
りして御礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた
この 2 年間、歯学部講堂が使用できなかったた

め、会場を新潟医療人育成センターに変更した上
で、現地参加を演者と評議員に制限せざるを得ま
せんでした。その一方、多くの学術大会がオンラ
イン開催となっていたなかでも、演者の先生方に
会場で発表を行っていただけたことは、とても有
意義であったと感じています。会員の皆様にご協
力いただき、大きなトラブルなく集会を開催でき
ましたこと、心より感謝しております。

令和 4年度からは、小児歯科学分野が集会係担
当となります。新潟歯学会に関する詳しい情報は
新潟歯学会ホームページをご覧ください

（http://www.dent.niigata-u.ac.jp/nds/
index-j.html）。

令和 3 年度　新潟歯学会例会報告

令和 3 年度新潟歯学会集会幹事
摂食嚥下リハビリテーション学分野

辻　村　恭　憲

新 潟 歯 学 会 報 告新 潟 歯 学 会 報 告

教授就任講演　多部田康一先生 質疑の様子（第 1 回例会） 発表の様子（第 2 回例会）
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同窓会だより

副会長　野　内　昭　宏

新潟大学歯学部は昭和40年 4 月に設置されまし
て、昭和46年 3 月に歯学科 1 期生が卒業しまし
た。それから程なくして、歯学部同窓会が創立さ
れました。そして50余年を経て、この春には歯学
科52期生と口腔生命福祉学科15期生が卒業しま
す。彼ら・彼女らを含めると、これまでに約
3,000名の卒業生（同窓生）が輩出されています。

同窓生は時代にふさわしい活躍が求められてい
る中、活躍の場を日本のみならず世界に求めてい

る方もいます。また、大学教授も延べ67名輩出さ
れていて、各部署でのリーダーや、次世代への指
導者たる役割が期待されています。

そんな中、11月には防衛医科大学校名誉教授の
佐藤泰則先生（歯学科 5期生）が、秋の叙勲で瑞
宝中綬章を受章されました。当会からも祝意をお
伝えしました。

歯学部同窓会も創立50周年を迎えます。2022年
7 月には記念事業を行う予定で、現在準備を進め
ています。ご興味のある方は、同窓会事務局まで
お問い合わせください。

同 窓 会 だ よ り同 窓 会 だ よ り

叙勲のお祝いに佐藤先生に贈られたMade in NIIGATAのチタン製カップ
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同窓会セミナーを受講して

歯学科21期生　小　澤　賢　一

今回の新潟大学歯学部同窓会学術セミナーは
「歯科治療中の呼吸困難」ということで、通常の
歯科診療下でほとんど経験した事のない僕にとっ
ては興味深いテーマでした。

また瀬尾憲司教授は30年程前の学生時代に臨床
実習の際にご指導頂いた記憶があり、大変懐かし
い想いとともに、またこのような形で講義を受け
られる事をとても楽しみにしておりました。

セミナーでは呼吸困難の発生機序やその定義、
種類などの分類と共に、いつの時点から呼吸異常
があったのかを知る事が重要であるとのことでし
たが、毎日の診療行為の中では麻酔や歯科処置中
の異常には気を付けているつもりですが、歯科医
院への到着時・チェアに座った時・治療中・治療
後とステージ毎に分けて考えることが大事である
と思いました。

また呼吸困難をきたす疾患として呼吸器疾患・
循環器疾患・神経疾患・廃用症候群などがあり、
心停止となる場合にも呼吸数に異常がみられる事
からパルスオキシメーターの有用性があると説明
がありました。パルスオキシメーターは新型コロ
ナウイルスの際にハッピーハイポキシアで話題と

なっておりましたが、心停止の際にタイムラグが
ある事には驚きました。

そして咽頭落下やアレルギー・喘息発作・過換
気の際の対応動画を拝見しましたが、動画での講
義はとても解りやすいものでした。その中で自分
は過換気の際は再呼吸を促せば直ぐに回復すると
思っていましたが、時間がかかるということを知
り過呼吸に対する認識が変わりました。

さらにケーススタディでは、刻々変化するモニ
ターを見ながらの原因解析や対応方法について実
習さながらの臨場感溢れるもので、実際に事例が
起きた時にとにかく対応する事と呼吸数の把握が
重要であると痛感しました。

歯科治療の際の呼吸困難に対する認識がアナ
フィラキシーや迷走神経反射にフォーカスしてい
た自分にとっては今回のセミナーが知識の幅を広
げると共に、歯科治療中のみならず患者さんが歯
科医院に到着してから帰宅する迄、患者さんのモ
ニタリング・全身状態の観察把握をする「歯科全
身管理」が改めて重要であると再認識しました。

最後になりますが、コロナ禍の中でも学びの機
会を提供して頂きました同窓会学術担当の先生方
に感謝すると共に、このような状況下で日々診療
にあたられている同窓会員の先生方のご活躍を祈
念します。来年度は是非リアルで学術講演会に参
加させて頂きたいと思います。
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青天の霹靂

歯学部事務室総務係　丸　山　　　俊

歯学部総務係の丸山　俊（まるやま　すぐる）
と申します。令和 2年 4月に歯学部へ異動して参
りました。採用は平成21年 4 月で、病院に 3 年、
その後財務部に 8年おりました。

歯学部へ異動してきて早 1年半以上が過ぎまし
たが、本当にあっという間です。そもそも異動に
なると思っておらず、報せを聞いたときは正に青
天の霹靂。しかも「歯学部総務係長」とのこと。
最初は上手く脳内で変換できず、「シガクブソウ
ムカカリチョウ」状態。そんな状態のまま今に
至っており、いまだ混乱の渦中にいる気分です。

現在の業務内容としては、予算などの会計関係
業務と、人事などの庶務関係業務が半々といった
ところです。冒頭に述べたとおり、財務部に在籍
した経験から会計関係の業務は多少分かるのです
が、庶務関係は全くの初体験。未知の言葉、未知
の手続き、未知の書類に囲まれ、埋もれながら
日々を過ごしています。

さて、歯学部に来て、事前情報と違うと感じる

ことがあります。それは、「海外出張がない」と
いうことです。まだ財務部にいたころ、歯学部と
いえば国際交流が盛んで、教員、事務職員、学生
が毎月のように海外出張をしている…と聞いてい
ました。

ところが、私が異動してきてからというもの、
新型コロナウイルスの影響で海外どころか国内の
出張も少なく、若干の戸惑いを覚えています。こ
のままでは、歯学部に異動してきたのに一度も海
外出張を経験しないままお払い箱になってしまう
のではないか…という危機感を抱いております。

とはいえ、いつか新型コロナウイルスが収束
し、歯学部が本来の姿を取り戻すとき、少しでも
歯学部の役に立てるように力を蓄える期間が今な
のだと自分に言い聞かせ、日々勉強することにし
ています。

至らぬ点が多く、ご迷惑をおかけしては反省を
繰り返す日々です。これからもご迷惑をおかけす
るかもしれませんが、よろしくご指導・ご鞭撻の
ほどお願いいたします。

◆ ミ ニ コ ラ ム ◆◆ ミ ニ コ ラ ム ◆

歯学部を支える方々

歯学部事務室にて
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2 年が経過し思うこと

歯学部事務室学務係　土　田　彩　乃

現在、採用 5 年目となりました土田と申しま
す。歯学部学務係へは令和 2 年 4 月に異動とな
り、すでに 2 年が経とうとしています。以前は財
務部に配属され、入学料の徴収や授業料の督促、
収入決算といった学納金の担当をしておりまし
た。前の部署でも歯学部ニュースが回覧されてお
り、異動する際は「歯学部ニュース楽しみにして
いますね」と声をかけてもらうこともありまし
た。

さて、歯学部 1年目では大学院の担当として学
位論文審査や留学生の支援関係などを担当しまし
た。現在は、学部の担当として時間割の作成や
オープンキャンパスの実施、学部案内の作成、卒
業判定や進級判定といった業務をしており、学部

と大学院どちらも経験させてもらえる貴重な機会
をいただいております。 2年が経つと、実習室等
から聞こえてくる苦手だった歯医者さん特有の金
属器具の音にすっかり慣れてしまい、今は全く平
気になりました。また、先生方が熱心に指導に励
む姿や学生の勉学に一生懸命に取り組んでいる姿
に自分も頑張ろうと刺激を受け、日々の業務にあ
たることができています。

今後も先生方の教育活動の補助や、学生生活の
サポートができるようこの恵まれた環境で日々精
進していけたらと思っております。何かお気づき
の点がありましたら、遠慮なく学務係へお越しく
ださい。

中堅職員研修にて同期と撮影
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異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

採用 R 3 ．9 ．1 竹　原　祥　子 予防歯科学分野准教授 東京女子医科大学医学部

昇任 R 3 ．9 ．1 丹　原　　　惇 歯科矯正学分野講師 歯科矯正学分野助教

採用 R 3 ．9 ．1 北　見　恩　美 高度口腔機能教育研究センター特任助教 歯科薬理学分野特任助教

昇任 R 3 ．10．1 野　中　由香莉 歯周病科講師 歯周診断・再建学分野助教

退職 R 3 ．9 ．30 勝　見　祐　二 顎顔面口腔外科学分野助教

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 R 3 ．8 ．1 鈴　木　　　拓 摂食嚥下機能回復部助教

採用 R 3 ．9 ．1 佐　藤　圭　祐 歯周病科助教 歯周病科医員

退職 R 3 ．9 ．30 曽　我　麻里恵 医療連携口腔管理治療部特任助教

昇任 R 3 ．10．1 野　中　由香莉 歯周病科講師 医歯学系（歯周診断・再建学）助教

【看護・診療支援部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

所属換 R 3 ．7 ．4 佐　藤　夕　夏 東11階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

育児休業 R 3 ．7 ．7 堀　　　　　舞 東 3 階病棟看護師

育児休業復
帰・所属換 R 3 ．7 ．14 遠　藤　七　瀬 東 8 階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

育児休業 R 3 ．7 ．31 水戸部　恵　実 東 3 階病棟看護師

病　院

【教員等】

学　部

【教員等】

教 職 員 異 動
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

所属換 R 3 ．8 ．1 原　田　映　輝 東11階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．8 ．1 佐　藤　夕　夏 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師

育児休業 R 3 ．8 ．4 五十田　緋奈野 東 3 階病棟看護師

退職 R 3 ．8 ．13 齋　藤　遥　奈 東 3 階病棟看護師

育児休業 R 3 ．8 ．20 佐々木　潤　美 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．8 ．29 原　田　映　輝 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師

所属換 R 3 ．9 ．26 宮　内　貴　未 東11階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．11．21 藤　野　あかり 東11階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．11．21 宮　内　貴　未 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師

【事務部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

配置換 R 3 ．10．1 平　賀　智　之 医歯学系総務課庶務係長 医事課医療安全係長

配置換 R 3 ．10．1 倉　田　貴　浩 医事課医療安全係長 医歯学系総務課庶務係長
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この度はお忙しい中、原稿の執筆にご協力いただきました先生、学生の皆様にこの場をお借りし
て心よりお礼申し上げます。歯学部ニュースの編集に微力ながら関わらせていただき、大変良い経
験になりました。コロナ禍で先の見えない不安が広がる中、多くの方の新たな旅立ちや活躍の知ら
せが、同窓の先生方の希望の一つとなることを願っております。今後も歯学部ニュースが、だれか
の気持ちを明るくできる情報発信の場であることを期待したいと思います。

 歯科矯正学　北見 公平

この度はお忙しい中、原稿執筆に快くご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。歯学部
ニュースの編集に携わらせていただくのは初めてでしたが、多くの方のご協力のもとに発行されて
いることが改めてわかる良い機会となりました。コロナ禍の影響で編集も全てメールでのやりとり
のみで進行しましたが、大きな問題もなく発行され嬉しく思います。歯学部ニュースは毎号情報量
が多く、私も楽しく読ませていただいておりますが、本冊子が皆様に役立つ何かをお伝えできまし
たら幸いです。

 歯科総合診療科　中村 太

原稿執筆を依頼する立場として、今回はじめて歯学部ニュース作製に関わる事ととなり、改めて
多くの教員の先生方の尽力によって作りあげられた冊子であると認識致しました。

本冊子は本学の活動歴や教員の先生方を知る貴重な情報源であり、さらにコロナ禍で対面での交
流が制限される昨今において、その価値を実感できたのではないかと思います。今後も新潟大学歯
学部内の活動を内外に発信する広報誌としての役割を願い、次号以降も楽しみにしております。

 顎顔面口腔外科学　永井 孝宏

歯学部ニュースは学生の頃より楽しく拝読しておりましたが、今回初めて編集に携わらせていた
だき、多くの方々のご尽力のもと出来上がっているのだと実感できた良い経験となりました。学生
さんや研修医の先生方にはコロナ禍でいろいろな制限のある中での生活の様子を寄稿いただきまし
たが、同じくコロナ禍で学生生活を送る後輩読者への励ましになるのではと感じました。執筆を快
くお引き受けいただいた皆様に感謝申し上げます。

 小児歯科・障がい者歯科　花﨑 美華

この度、歯学部ニュース140号の編集長を務めさせていただきました。この編集作業を行ってい
る期間中は、新型コロナウイルスも第 5 波後に一度落ち着きを見せたかのように見られましたが、
その後すぐに変異株への予断を許さない状況が続いています。新潟大学歯学部では、コロナ禍の状
況を見極めながら感染対策を行った上で、授業に取り組んでいます。本号では、“Beyondコロナ”
という特集を組み、コロナ禍での臨床実習や就職活動に学生がどう取り組んでいるかを紹介させて
いただきました。少しでも学生の様子が伝われば幸いです。ご多忙の中、ご寄稿下さった方々、編
集委員の先生方、また読んでいただいた皆様に心から感謝申し上げます。

 口腔生命福祉学　米澤 大輔

編 集 後 記
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